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全国127会場で実施された平成23年度「おやこ元気アップ！事業」。
そこでは、実に多様な運動遊びや伝承遊び、エクササイズ、ダンスなどが展開された。
そして、数え切れないほどの大人と子どもの笑顔があふれていた。
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　はじめに、平成23年３月11日に発生した「東日本大震災」におきまして、被害に

あわれた皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、犠牲になられた方々とご遺族の

皆様に対し、深くお悔やみを申し上げます。

　日頃から、我が国のレクリエーションの普及振興に、ご理解とご協力を賜り厚く御

礼申し上げます。

　さて、日本レクリエーション協会では、我が国が子どもの体力低下問題に直面して

いる事実を社会に訴え、さまざまな取組を展開しております。「おやこ元気アップ！

事業」は、こうした取組の中で、子どもを育む大人−特に保護者−の意識啓発を目的

としたものです。

　子どもの体力を向上させるための運動や創作活動など、子どもへの直接的な取組に

加え、保護者の方に子どもの体力や生活習慣の重要性について理解を促す講義、親子

で楽しめる運動プログラムを紹介することなどを内容としています。

　平成21年度から文部科学省の委託を受けて、本年度は127会場で実施することが

できました。そして、各地の実施のようすや活動事例、参加者のアンケート結果など

をとりまとめ「平成23年度おやこ元気アップ！事業報告書」として整理いたしました。

　子どもの今、そして 未来を大切に思う方々の参考にしていただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年３月

公益財団法人 日本レクリエーション協会

「おやこ元気アップ！事業」について
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平成23年度「おやこ元気アップ !事業」のねらいについて

　本事業は、保護者の方々に子どものからだの現状
を理解し、健やかなからだを育む上で各家庭での取
組が不可欠であることに気づいてもらうことを目的
としています。
　下記の左側の図は、本事業でのプログラムとプロ
グラムごとの目的、そして本事業を通して実現しよ
うとするゴールイメージを示したものです。また、
下記の右側の図は、本事業の後に、継続して保護者

へのサポートが行われた場合に、ライフスタイル改
善がより実現されやすくなるということを示してい
ます。
　本事業自体は、下記の図の範囲で実施されるもの
ですが、日本レクリエーション協会では、各開催団
体に、本事業後の地域のサポートを視野に入れた取
組の重要性を伝え、アフターフォローのサポートを
お願いしています。

家庭に戻ってからも保護者がライフスタイルを改善しようと
するように意識づけられるか

「親子一緒の運動プログラム」で
親子での運動体験を通して、子どもとともに運動する楽しさや
喜びの再発見、保護者自身の運動への関心の高まり

「保護者向けセミナー」で
子どもの体力低下の実態について理解、子どもの運動・外遊び
の重要性の理解

「子育てしゃべり場」で
日常生活の中で元気アップのために子どもはもちろん自分自身
のためにも何かを始めようという思いを抱く。家庭や地域での
運動や外遊びの実践意識が高まる

保護者である自分自身がまず変わらなければということに
身近なところにさまざまな運動の場や機会があることに

「おやこ元気アップ！事業」当日の保護者の変化

気づいてもらう

学校、地域、家庭で保護者のライフスタイル改善を

サポートする仕掛け 働きかけの実施

実施後の
ポイント！

step1

step2

step3

本
事
業
で
の
啓
発
や
サ
ポ
ー
ト

ク　ラ　ブ
サークル
団　　体
指　導　者
施　　設
学　　校
等

地域からのサポート
「おやこ元気アップ！事業」の最大のねらい

保
護
者

家　庭

地　域

保護者自身が変わってくる

子どもの日常生活への関わりが改善
家族のライフスタイルの改善

継続的支援 参　画

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

子どもの
元気アップに
つながる

当日の
ポイント！
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平成23年度「おやこ元気アップ !事業」メインプログラム

親子一緒の運動プログラム

　今の子どもの体力や生活習慣の現
状などを保護者の方に理解していた
だくガイドブックです。内容は3部
構成となっています。
　パート1では、子どもの現状につ
いて各種調査データなどを取り上げ
ながら現代の子どもの実像を紹介し
ています。パート2では、子どもの
発育発達段階に応じた運動や遊びの
考え方や、子どもへの関わり方を
チェックできるシートなど、保護者
の関わり方について取りあげていま
す。パート3は、家庭などで楽しく
実践できる運動プログラムの具体例
などを掲載しています。
　家庭に持ち帰り、家族みんなでご
覧いただける冊子です。

　ダンス・エクササイズ「アイーダ アイダ」や、	
「元気アップ・エクササイズ」などを用いて親子
で楽しく運動する時間を設けます。

親子で楽しめる「元気アップ・
エクササイズ」の方法などもご
紹介しています。

乳幼児期から小学校高学年ま
でを4つの時期に分けて、そ
れぞれの発育発達段階の特徴
や運動の具体例などもご紹介
しています。

参加者配布教材

身体能力の向上に役立つ運動プログラム

「元気アップ・エクササイズ」
柔らかなからだづくりに役立つ運動や、バランスや
敏しょう性などさまざまな身体能力を刺激する運動
を親子一緒に体験します。

身体能力の向上と
スキンシップを深める
運動プログラム

「アイーダ アイダ」
こころとからだのバランスのと
れた成長を促すために考案され
たダンスエクササイズ「アイーダ 
アイダ」を親子で楽しく体験します。
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子ども向けプログラム

保護者向けプログラム
　保護者の方を対象に、まずは子どもの体力低下
の実情を理解していただき、子どもそして家族み
んなの元気アップのためにどのような生活改善が
必要かを考えていただきます。そして、家庭に戻っ
てどのような生活改善をしてみるかを、他の保護
者と一緒にグループワークで意見交換しながら、
自分流の元気アップ作戦を立案します。

　保護者が「保護者向けプログラム」に参加し
ている間に、家族や子ども同士で自発的に取り
組める運動や遊びを伝える時間を設けます。

子どもの現状を理解する

「保護者向けセミナー」
子どもをとりまく現状を理解するため、ハンドブック「お
やこでタッチ」などを使って学習する時間を設けます。

子どもの“育ち”情報交換

「子育てしゃべり場」
当日の体験を通しての気づきや、保護者自身のラ
イフスタイルの見直しを促すためのグループでの
話し合いを通じて、自分流の元気アップに向けた
取組を考え、発表する時間を設けます。

運動の楽しさを体感する

運動を中心とした活動
校庭や公園などで、身近にある用器具などを使って
楽しめる運動や、運動が苦手でも気軽に参加できる
ニュースポーツなどを体験します。

つくって遊ぶ楽しさを

創作を中心とした活動
牛乳パックを加工してつくる紙
ブーメランや、たこづくりなど、
つくって遊べる活動などを
体験します。
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❶ 趣旨
　文部科学省が実施している体力・運動能力調査の
結果によると、子どもの体力・運動能力は、低下傾
向に歯止めがかかってきているが、昭和60年と比較
すると、基礎的運動力は依然として低く、早急な対
応が迫られている。
　このため、子どもへの直接的な取組に加えて、保
護者の方々に、子どもの体力や生活習慣の重要性に
ついて、理解いただくことが重要となっている。
　本事業は、文部科学省の委託を受け、公益財団法
人日本レクリエーション協会が、子どもの体力向上
を目的に、保護者の方々への情報提供と体力向上に
役立つ運動プログラムを親子で体験する機会を設け
るなど、今後の学校・家庭・地域における望ましい
生活習慣づくりを目指して開催する。

❷ 主催
公益財団法人 日本レクリエーション協会
都道府県レクリエーション協会

❸ 開催期間
 「おやこ元気アップ！事業」の実施期間は、平成23
年５月から平成24年２月までとし、各会場における
開催期間は１日とする。

❹ 事業内容
（1）	実施会場数　127会場
（2）	委託団体　　都道府県レクリエーション協会
（3）	開催場所　　小学校・幼稚園・公共体育施設など
（4）	参加対象　　小学生、幼稚園児及びその保護者
　　　　　　　　ほか
（5）	参加者数　　１会場　100名（50組）程度
	 　平成23年度　総参加者数	 14,412名
	 　　　　　　　　　子ども	 6,450名
	 　　　　　　　　　保護者	 5,340名
　　　その他〈視察・指導者など〉	 2,622名

❺ プログラム内容
（1）	親子一緒の運動プログラム
　親子で楽しくふれあいながら運動するプログラム
を実施し、体力向上に有益な運動方法の理解を促す
とともに、家庭でできる方法の紹介等も行った。
　主なものとしては、本協会が制作した運動プログ
ラム「元気アップ・エクササイズ」や、ダンス・エ
クササイズ「アイーダ アイダ」などのプログラム
を実施した。

（2）	「保護者向けセミナー」
　保護者のみを対象として、本協会が配布する教材
や必要な資料を活用し、体力低下が及ぼす影響等に
ついて、参加者への正しい理解を促した。
⃝本協会が配布した教材を使用して子どもの体力向
上の必要性を説明した。
⃝開催市区町村（学校、市区町村、県、全国等）の体力・
運動能力調査結果など、地域の子どもの体力や健
康の最新データ等を紹介し、保護者に子どもの体
力低下の実情を紹介した。

（3）	保護者向けの情報交換会「子育てしゃべり場」
　保護者同士が、上記のプログラム体験を通して学
習した内容について意見交換をする時間を設けた。
また、地域の運動・スポーツ・レクリエーション活
動の紹介の他、保護者と教職員や地域のスポーツ・
レクリエーション関係者からの情報提供なども実施
した。

（4）	子ども向けプログラム
 「保護者向けプログラム」を実施している間に、子
ども向けに外遊びやスポーツ・レクリエーション活
動などを実施した。

平成23年度「おやこ元気アップ !事業」実施概要
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平成23年度  公益財団法人 日本レクリエーション協会
「おやこ元気アップ！事業」委員
　1. 品川区立小中一貫校伊藤学園  統括校長　青木哲男
　2. （公財）日本レクリエーション協会  常務理事兼事務局長　浅野祥三
　3. （社）全国幼児教育研究協会  副理事長　岡上直子
　4. 慶応義塾大学体育研究所  教授　佐々木玲子
◎5. 山梨大学教育人間科学部  教授　中村和彦
　6. 立教大学コミュニティ福祉学部  教授　松尾哲矢

◎印は委員長　※敬称略、50音順

「おやこ元気アップ！事業」を推進する
に際して、外部有識者を中心とした方々
で構成する委員会を設けました。委員会
では、募集要項の作成から委託団体決定
および委託完了審査など「おやこ元気
アップ！事業」に関わる各事項について
協議を行いました。

※このタイムスケジュールは、一例であり、参加人数や地域の実状に応じて、時間配分や「子ども向けプログラム」内容を工夫して実施した。

実行委員の設置

■スケジュール（例）

保護者向けセミナー
体力低下の実態を紹介し、保護者
の関わりの重要性を理解いただく

子育てしゃべり場
一人ひとりがライフスタイルを
どう見直すかを計画します　　

開会式
学習の構えをつくります

親子一緒の運動プログラム
親子で運動する喜びを通して親子の元気アップの大切さを体感！

閉会式
今日の気づきをふりかえります

休憩・移動

休　憩

休憩・移動

終　了

子ども向けプログラム
●運動を中心とした活動
●創作を中心とした活動

学校や家庭等でも楽しめる活動を
紹介し、子どもが自分たちで運動
遊びを行うきっかけを作り、運動
やスポーツへの興味関心を高める

保護者 子ども

心構え

体感

理解

計画

ふりかえり

9:00
（20分）

9:20
（40分）

10:00
（15分）

10:15
（40分）

10:55
（10分）

11:45
（10分）

11:05
（40分）

11:55
（5分）

12:00
（終了）
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 ｢子どもプログラム」では、地元の国体優勝者が指導。知名度の
高い指導者との一緒のプログラムに、児童・生徒ともに大喜びで
あった。また、創作活動の紙飛行機づくりでは、地元の年配者も
積極的に参加された。最後に全員で飛行機を飛ばしあい、楽しい
プログラムとなり好評であった。

　留萌体育協会との共催で開催。体育協会ではスポーツセンター
や文化センター、図書館を管理運営しているので、絵本の読み聞
かせなど、文武両道を目指す内容で実施した。親子ともども大変
好評であった。まちの長期計画に「子どもの体力向上」が位置づ
けられるなど、今後が期待される。

 ｢親子プログラム｣ では大樹町の自然を題材にした独自のゲーム
を取り入れ、「子どもプログラム」では ｢冬こそ外遊び｣ として
この季節ならではの雪遊びなどを実施した。大人も子どもも楽し
くからだを動かし、「しゃべり場」では、時間が足りないほどの
活発な意見の交換がなされた。

　開・閉会行事は形式にとらわれず、“お楽しみ会的雰囲気”で。
ウォーミングアップとクーリングダウンでは、進行役のママさん
が大活躍。どのプログラムも“のりのりムード”で展開された。

「しゃべり場」では多くの情報交換がなされるなど、今後の活動
に大きな期待がふくらむ事業となった。

　会場は、野外遊びや自然と触れあえる施設があり、休日には親
子連れが多く訪れている。当日も、緑の自然を身近に感じながら
の開催となった。
　近隣町からの参加者もあり、飛び入りされるファミリーもでる
など、総じて、好評な事業となった。

　保護者は、子どもの体力の実態や親としての役割の重要さを考
える貴重な機会となったようである。また、運営や指導にあたっ
た「ちょこっと運営委員会」と地元高校生・OBのボランティア
などの学生も子ども目線でエクササイズの指導にあたるなど、参
加者から、とりわけ子どもに大好評であった。

　「親子プログラム」の実技指導は町内の有資格者を積極的に活用
し実施した。特に、「子どもプログラム」では、コーディネーショ
ントレーニングを取り入れるなど工夫を加え、好評であった。ま
た、「保護者セミナー」「しゃべり場」でも、熱心な親の姿が印象
的で「もう少し話を聞きたかった」などの意見もでていた。

コ会田大祐

コ白井　潔 コ千葉養子

コ白井　潔 コ千葉養子

コ白井　潔 コ北村憲司

 共催  釧路町運動公園内施設指定管理者 （株）綜合サービス

 共催  特定非営利活動法人 留萌体育協会  共催  南十勝長期宿泊体験交流協議会

 共催  別海町スポーツ少年団本部  共催  財団法人 十勝エコロジーパーク

 共催  町民参加ちょこっと運営委員会  共催  新ひだか町体育指導委員会

北
海
道

北
海
道

保護者 子ども その他 合計
31人 36人 25人 92人

保護者 子ども その他 合計
32人 38人 19人 89人

保護者 子ども その他 合計
30人 34人 12人 76人

保護者 子ども その他 合計
31人 48人 32人 111人

保護者 子ども その他 合計
31人 35人 11人 77人

保護者 子ども その他 合計
28人 32人 24人 84人

保護者 子ども その他 合計
28人 57人 15人 100人

釧路郡釧路町

留
る

萌
もい

市 広尾郡大
たい

樹
き

町

野
の

付
つけ

郡別
べっ

海
かい

町 河
か

東
とう

郡音
おと

更
ふけ

町

苫
とま

前
まえ

郡苫前町 日高郡新ひだか町

平成23年12月11日
釧路町総合体育館

平成23年5月29日
留萌市スポーツセンター

平成24年1月14日
大樹町子育て支援センター

平成23年7月23日
別海町民体育館

平成23年10月2日
十勝エコロジーパーク

平成23年10月9日
苫前町スポーツセンター

平成23年11月19日
新ひだか町コミュニティー	
センター

コ元気アップコーディネーター名  共催  共催団体

都
道
府
県
名

保護者 子ども その他 合計
＊

開催市区町村名
開催年月日
開催会場
参加人数 活動の写真

凡例

平成23年度
「おやこ元気アップ !事業」
開催団体一覧
全国127会場で行われた「おやこ元気アップ！事業」の全会場
の開催概要です。各会場の情報は下の凡例を参照ください。

特色

＊「その他」はスタッフや視察者など
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 「元気アップエクササイズ」を中心に、親子がどこでも楽しめる
内容で実施できた。いろいろなレクゲームを楽しみ、時間が経つ
のも忘れたかのようであった。また、「保護者セミナー」は、体
力づくりの必要性を感じ取り、「しゃべり場」においてもお互い
の日頃の悩みと、今後の取り組みについて熱心に話し合われた。

　八戸市レクリエーション協会員のネットワークを活用し、未開
催市町村へ事業の周知を図ったことが開催のきっかけとなり、総
合型地域スポーツクラブ等関係者や教育委員会・PTA・保護者と
の連携につながった。今回のこの事業を通じて、子どもの体力向
上や元気づくりだけではなく、地域住民の交流、まちづくりにも
つながるものと考える。

　町内３つの保育所の合同開催。各園を超えた保護者や子どもの
触れあい交流の場となった。「親子プログラム」は、町内で活躍
するバレエ講師が担当。参加者に町内の指導者を知ってもらう
きっかけともなった。また、事業運営は体育関係者と保育所関係
者が中心となり、双方の視点からのプログラム編成を進めること
ができ好評を得た。

　八戸市レクリエーション協会員のネットワークを活用し、近隣
市町村への事業周知を行ったことで、地元教育委員会との積極的
な連携につながった。この事業は、子どもの体力向上だけではな
く、まちづくりにもつながる取組である。

　事業運営は、可能な限り町内の関係者を活用し、町の体力つく
りなどの実態を共有しながら準備を進めた。プログラム内容は、
子どもたちに「手加減されている」と感じさせないようなメニュー
づくりを講師とともに工夫を重ねた。どのプログラムも楽しさの
なかに真剣な取組が見られるなど、今後につながる事業となった。

　遠野小学校PTAの賛同を得て、主に1、2年生を対象に実施し
た。｢保護者セミナー｣ には、幼児教育を研究しておられる県立
大学准教授を迎え、カフェ方式で展開した。新鮮な形式と講師の
話にみなさん真剣に参加し良い事業となった。

　八戸市レクリエーション協会員のネットワークを活用し、未開
催市町村へ事業の周知を図ったことが開催のきっかけとなり、総
合型地域スポーツクラブなど関係者及び保護者との連携につな
がった。今回この事業を通じて、子どもの体力向上や元気づくり
だけではなく、まちづくりにもつながるものと考える。

　通常は展示室として使用されている場所を利用し、「元気アッ
プ・エクササイズ」を行った。スペースは広くなかったが、逆に
参加者同士が身近に感じられ、和やかな雰囲気で行えた。子ども
自身が作成した新聞紙フライングディスクを、会場の外でからだ
を使って元気いっぱい飛ばしている姿が印象的だった。

コ星　芳広 コ松原栄子

コ松本伸吾 コ山道敦子

コ北村憲司 コ菊池和彦

コ八戸由美子 コ千葉正道

 共催  赤平レクリエーション協会  共催  八戸市レクリエーション協会

 共催  総合型地域スポーツクラブいまかね  共催  八戸市レクリエーション協会

 共催  栗山町スポーツ推進委員

 共催  八戸市レクリエーション協会  共催  奥州市社会福祉協議会

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

青
森
県

保護者 子ども その他 合計
30人 32人 22人 84人

保護者 子ども その他 合計
31人 31人 18人 80人

保護者 子ども その他 合計
33人 45人 20人 98人

保護者 子ども その他 合計
31人 37人 18人 86人

保護者 子ども その他 合計
30人 30人 31人 91人

保護者 子ども その他 合計
86人 80人 24人 190人

保護者 子ども その他 合計
30人 30人 18人 78人

保護者 子ども その他 合計
30人 33人 12人 75人

赤
あか

平
びら

市 三戸郡田
たっ

子
こ

町

瀬
せ

棚
たな

郡今
いま

金
かね

町 三戸郡南部町

夕張郡栗山町 遠野市

三
さんのへ

戸郡新
しん

郷
ごう

村 奥州市

平成23年10月30日
赤平市総合体育館

平成23年11月13日
田子町農業者トレーニング	
センター

平成23年11月12日
認定こども園いまかね

平成23年12月18日
南部町立町民体育館

平成23年11月3日
栗山町総合福祉センター	
「しゃるる」

平成23年6月26日
遠野市民体育館

平成23年7月31日
新郷村都市農村交流	
センター

平成23年10月15日
奥州市文化会館・Zホール
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　東松島市立大塩保育所を会場に開催した。教育委員会や市内各
園の関係者の理解が得られ、参加者募集から、当日アンケート集
計まで協力が得られた。参加者からも、事業の継続を希望する声
が多数得られ、事業の目的である保護者啓発も十分に達成された
と感じた。

　保護者は、｢保護者セミナー｣ に、子どもは、創作活動に集中
できるようにと、ときどき状況を伝えてあげたり、お互いが心配
にならないよう配慮した。講義や ｢しゃべり場｣ でも、動き（手
遊び的な物）を入れ、｢運動｣ を認識してもらった。最後の10分
ほど、もう一度親子で動くプログラムを入れ、動くことの気持ち
良さを体験させた。

 ｢親子プログラム｣ では、年齢差のある子どもたちも歓声を上げ
て楽しんでいた。親子で折り紙を折り、それを使い遊ぶ楽しみを
味わった。「保護者セミナー」では、元中学校校長で現在保育園
長をしている先生が実際の子どもたちの体力の状況などを話し、
参加者は興味深く聞き入っていた。

　共催した尾花沢総合スポーツクラブは、日頃から ｢子どもプロ
グラム｣ を実施しているためスムーズな運営だった。｢親子プロ
グラム｣ では、日常的にできる運動を中心的に、｢子どもプログ
ラム｣ では大きく4種目にブースを分けローテーションして多種
目を体験させた。最後には、笑顔で体を動かす子どもたちの姿を
保護者に見せる時間も設けた。

　ほとんどの世帯が三世代同居という地域での取組として、祖父
母世代も取り込み実施。自分が子どもの頃、自分の子どもが子ど
もの頃、そして孫の見守りを通し、感じることで、家庭一緒に考
える機会の促進をねらいとした。｢しゃべり場｣ は、二世代でも
敬遠せず話し会いができるテーマで盛り上げ、子どもとの関わり
について考える機会を持てた。

　当日は、子どもも親も元気いっぱいにとても楽しく取り組むよ
うすが見られた。親子一緒のエクササイズの中間に、ゲームを入
れて盛況であった。また、保護者からは ｢子どもたちの笑顔が見
られて良かった｣ との声が聞かれた。また、他の会場でもやって
欲しいと好評であった。

 ｢親子プログラム｣ では、日頃、親子で向き合い運動することが
少ないとのことで、子どもはもちろん親の笑顔が印象的であった。
｢保護者セミナー｣ では、真剣に話しを聞く姿や、｢親が変わらな
ければ子は変わらない｣ という本事業テーマへの反応、そしてグ
ループでの和やかな会話など、予想以上に良い反響であった。

　被災地で施設使用が制限されていたため開催が危ぶまれたが、
｢元気になりたい、ぜひ開催してほしい｣ という声があり、開催
に踏み切った。教育委員会、学校も、前向きに受け止め、多数の
参加を得て開催できた。放射能の影響で、子どもたちが思う存分
遊べない状況のなか、体育館いっぱいに走り回る元気な子どもた
ちの姿に触れることができた。

コ佐藤真利子 コ渡部けい子

コ谷藤ユミ子 コ佐久間秀晴

コ高橋美緒子 コ三浦朋美

コ渡辺美和子 コ鈴木道代

 共催  石巻地区レクリエーション協会  共催  大曲スポーツクラブ

 共催  東成瀬村レクリエーション協会  共催  NPO法人 尾花沢総合スポーツクラブ

 共催  （社）日本3B体操協会秋田支部  共催  川西町レクリエーション協会

 共催  大館市レクリエーション協会  共催  国見町教育委員会

宮
城
県

秋
田
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

保護者 子ども その他 合計
32人 32人 12人 76人

保護者 子ども その他 合計
38人 44人 12人 94人

保護者 子ども その他 合計
33人 43人 21人 97人

保護者 子ども その他 合計
32人 41人 26人 99人

保護者 子ども その他 合計
45人 42人 19人 106人

保護者 子ども その他 合計
34人 34人 17人 85人

保護者 子ども その他 合計
79人 78人 22人 179人

保護者 子ども その他 合計
83人 107人 9人 199人

東松島市 大
だい

仙
せん

市

雄
お

勝
がつ

郡東成瀬村 尾
お

花
ばな

沢
ざわ

市

仙
せん

北
ぼく

郡美
み

郷
さと

町 東
ひがし

置
おき

賜
たま

郡川西町

北秋田市 伊
だ

達
て

郡国
くに

見
み

町

平成23年6月4日
東松島市立大塩保育所

平成23年12月25日
大仙市大曲武道館

平成23年10月9日
東成瀬地域交流センター	
ゆるるん

平成23年9月25日
尾花沢市文化体育施設	
サルナート コンベンションホール

平成23年10月19日
美郷町すこやか園	
（仙南幼稚園）

平成23年10月2日
川西町民総合体育館

平成23年7月16日
北秋田市立鷹巣小学校

平成23年6月18日
国見町観月台文化センター
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　教育委員会、公民館、幼稚園などの協力が得られ、参加者も開
催校に集中することなく、子育てサークルや近隣の保育所などか
らも協力が得られた。指導では、事業の趣旨を理解した人材を活
用。充実した内容で事業展開できた。
　震災後、思う存分遊べない雰囲気のなか、会場いっぱいに動き
回る元気な子どもたちの姿に触れることができた。

 「保護者プログラム」の ｢しゃべり場｣ において、保護者同士の
意見交換ができるよう内容を検討した。
 「子どもプログラム」においては、いろいろなゲームにより体を
動かすように心がけ実施した。

　3つの幼稚園（年少・年中・年長）から7つの小学校（1年～6年）
までの異年齢集団の参加者（3歳～12歳）が、親子で一緒に楽し
める運動するプログラムを実施。導入（グーパー）からまとめ（ア
イーダ アイダ）までの流れを効率よく実施した。｢初めての体験
ですごく楽しかった。また、参加したい｣という声などが得られた。

　保護者の参加については、夫婦で参加したり、祖父母の参加が
あったりと、子どもだけになってしまう状況がなく、ピッタリと
親子（大人と子ども）の組み合わせができていた。
　父親の参加者が多かった（32％）ことが特徴であり、親子での

「アイーダ アイダ」は、ほほえましかった。

　主管となった佐野市レク協会の指導者的人材を結集して進めた
結果、事前企画 ･ 研修など大いに盛り上がり、仲間の結束も図れ
た。こうして、「アイーダ アイダ」で始まった事業内容に、参加
の子ども、保護者とも熱心に楽しく取り組み、目的を達成できた
と思う。

　近隣の小学校にも参加を呼びかけ幼稚園を中心に実施した。園
児との親子組み合わせのため、体力向上のエクササイズや「アイー
ダ アイダ」では、保護者がかがんでの姿勢で骨をおっていたよ
うだ。他の会場でも同様だが、｢しゃべり場｣ では話に夢中になっ
て、時間オーバーをしてまで話しあっていた。

 ｢親子プログラム｣ では、｢アイーダ アイダ｣ を実施。レッスン
DVDを大画面に映して行い、大変わかりやすく、このダンスの
有効性と楽しさを実感させられた。｢保護者セミナー｣ は、体験
活動や子どもの居場所づくり活動を行っているメンバーが映像を
交えて行った。｢しゃべり場｣ も保護者同士の活発な意見交換が
できた。

　事前に事業の趣旨や参加者を広く呼びかけることの意義を説明
しておいたので、保育園の十分な協力が得られ、父親の参加も多
かった。子どもと一緒に体を動かすということの大切さについて
十分理解してもらえたと思う。

コ高橋澄子 コ輕部秀雄

コ小泉洋子 コ堀込　進

コ野城幸男 コ大谷弘江

コ斎藤明美 コ今井美子

 共催  会津坂下町教育委員会  共催  小山市レクリエーション協会

 共催  ひたちなか市レクリエーション協会

 共催  佐野市レクリエーション協会

 共催  日光市レクリエーション協会

福
島
県

栃
木
県

茨
城
県

群
馬
県

栃
木
県

保護者 子ども その他 合計
34人 34人 9人 77人

保護者 子ども その他 合計
31人 36人 20人 87人

保護者 子ども その他 合計
23人 28人 15人 66人

保護者 子ども その他 合計
81人 81人 21人 183人

保護者 子ども その他 合計
37人 55人 21人 113人

保護者 子ども その他 合計
47人 56人 22人 125人

保護者 子ども その他 合計
34人 50人 16人 100人

保護者 子ども その他 合計
55人 61人 28人 144人

河
かわ

沼
ぬま

郡会
あい

津
づ

坂
ばん

下
げ

町 小
お

山
やま

市

ひたちなか市 吾
あが

妻
つま

郡高山村

佐野市 沼田市

日光市 安
あん

中
なか

市

平成23年7月8日
会津坂下町立金上幼稚園

平成23年12月17日
小山勤労者体育センター

平成23年8月6日
ひたちなか市1中地区	
コミュニティーセンター

平成23年6月11日
高山村民体育館・	
高山幼稚園

平成23年11月23日
佐野市立城北小学校

平成23年11月12日
沼田市立利南幼稚園

平成23年12月4日
日光市中央公民館

平成23年7月2日
安中市立秋間小学校
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　親子のふれあい・保護者への動機づけ、普段から親子で楽しみ
ながらからだを動かして体力アップできるように、どのような遊
びのなかから活動するのがよいか、親子でふれあう時間と保護者
が考えるきっかけを提供する事業として実施した。

　主に親子の触れ合いが大切である年中児・年長児の親子を対象
に実施。親には、運動の大切さと運動を通しての子どもとのふれ
あいを、また子どもには遊びの大切さを知ってもらい、生活のス
タイル見直しにつながることを重点とした。特に親子だけでな 
く、子どもを預かる幼稚園長や、これから親になる大学生の参加
が特色であった。

　親子で楽しく踊れて、子どもたちは自分で作って遊べる楽しさ
を学べて、親は子どもに何をやってあげるかを学ぶ良い機会に
なった。

 ｢親子プログラム｣、｢子どもプログラム｣ に3B体操を実施した
ところ、親子で楽しむこともでき、楽しく体を動かせると喜ばれ
た。また、教育関係者からも今後現場で取り上げたいとの声があっ 
た。｢保護者セミナー｣ では海老名市のデータを数多く持ってお
られる東海大学教員の講義も分かりやすく、参加者にも好評で
あった。

　小学生低学年、幼児の応募が多かったので、普段、家庭でも
ちょっとした工夫で運動ができる種目を選び展開した。横転がり
などは、休憩の合間に親子で楽しむ姿もあった。あそびフィット
ネスでは親子が笑顔でスキンシップを感じながら遊んでいた。

　参加対象に二つの小学校を選び、日本レク協会課程認定校の学
生が事前準備や広報活動を進め、指導は短大の教員と学生と地域
のレク指導者が協働して進めた。子ども――学生――父母――教
員にいたる世代の交流を図ることができ、子どもたちに教えると
いう面と、子どもたちから学ぶという両面から成果を上げること
ができた。

　親子で楽しむダンスを実施、特に地域との交流を念頭に、｢ふ
るさと音頭｣ を入れた。「子どもプログラム」では、走る、投げ
るの体力づくりのきっかけとなる4種目を実施、「保護者プログ
ラム」では、親子ダンスの感想から入り、アイスブレークを交え
て、｢親子でタッチ｣ とオリジナル資料を使用。

 ｢親子プログラム｣ では、日頃提供しているレク活動を取り入
れ、楽しく親子でふれあうことを提供できた。｢子どもプログラ
ム｣ では、レクゲームや遊びを通じて身体を動かす楽しさを十分
味わってもらえた。「保護者プログラム」では、自由に意見を発
言し合い、これからの子どもたちのために親としてできることが
意識づけられた。

コ中村浩美 コ山口武彦

コ平出紀代子 コ蓮沼浩子

コ原田寿和 コ薗田碩哉

コ小川重夫 コ春日清美

 共催  三郷市レクリエーション協会  共催  （社）横浜市レクリエーション協会

 共催  蕨市レクリエーション協会  共催  海老名市レクリエーション協会

 共催  鎌ヶ谷市レクリエーション協会  共催  実践女子短期大学生活福祉学科

 共催  四街道市レクリエーション協会  共催  上越市レクリエーション協会

埼
玉
県

神
奈
川
県

千
葉
県

東
京
都

新
潟
県

保護者 子ども その他 合計
30人 39人 15人 84人

保護者 子ども その他 合計
26人 30人 40人 96人

保護者 子ども その他 合計
32人 36人 16人 84人

保護者 子ども その他 合計
22人 21人 33人 76人

保護者 子ども その他 合計
32人 32人 33人 97人

保護者 子ども その他 合計
12人 14人 27人 53人

保護者 子ども その他 合計
26人 32人 21人 79人

保護者 子ども その他 合計
35人 37人 25人 97人

三
み

郷
さと

市 横浜市神奈川区

蕨
わらび

市 海老名市

鎌
かま

ヶ
が

谷
や

市 日野市

四
よつ

街
かい

道
どう

市 上越市

平成23年11月20日
三郷市立早稲田児童	
センター

平成23年10月10日
横浜市平沼記念体育館

平成23年11月19日
蕨市立南小学校

平成23年12月10日
海老名市北部公園体育館

平成23年11月13日
鎌ヶ谷市立鎌ヶ谷小学校

平成23年11月20日
実践女子短期大学

平成23年10月2日
四街道市立中央小学校

平成23年9月7日
上越市立宝田小学校
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　からだを動かす機会のない方も、大人・子どもともに笑顔で楽
しく参加できたと好評であった。｢親子プログラム｣ の五色綱引
きゲームでは、子どもに負けじと大人も真剣な眼差しで作戦を
練っているのが印象的で、からだを動かすことを楽しんでいた。
｢子どもプログラム｣ のロープジャンプXは、年齢や学校に関係
なく、協力して挑戦する姿が見られた。

　教育委員会や小学校の全面的な協力を得て開催できた。他地区
レクリエーション協会の協力もあり、盛会裏に終了することがで
きた。他の学校からも、機会があれば開催してほしいという反響
も得た。

 ｢親子プログラム｣ では、｢親子でタッチ｣ を活用し ｢どのよう
にして子どもたちと遊んだらいいか｣ ｢どうやって子どもたちの
体力向上を目指した運動をすればいいか｣ や ｢親の体力維持の方
法｣ などを、時にはジェスチャーや講師が手本を示して、笑いの
渦のなかで実施でき、参加者も ｢いかに子どもと楽しく体を動か
すか｣ ということを学べたと思う。

　野々市町の保護者の方々にも積極的に参加していただき、盛況
に実施できた。保護者のみなさまのご協力もあり、参加者から楽
しかったとの声をいただいた。

 ｢親子プログラム｣ は、どんなスポーツでもからだの部位を意識
することで、からだに負担なく運動ができることを学んだ。その
後、親子でボールを使い、家でもできるボール遊びの紹介。上か
ら投げる親子、転がす親子、子どもに合わせて遊ぶ笑顔がたくさ
ん見られた。「保護者セミナー」は、子どもの体力の現状（国・県・
砺波市）を比較、講義した。

　教育委員会・子育て支援課や町内各園や講師と早くに連携を図
り、会場確保・参加者募集・打合せなどがスムーズだった。｢ア
イーダ アイダ｣ や幼児・小学校低学年向けにアレンジした ｢チャ
レンジ・ザ・ゲーム｣ は子どもたちに大変好評だった。また、｢しゃ
べり場｣ は少人数のため気軽に本音で話ができたと保護者からも
好評で、意義のある事業となった。

　氷見市体育協会と総合型地域スポーツクラブ ｢ふれんず｣ の協
力を得て開催。｢子どもプログラム｣ では ｢ふれんず｣ の教室か
ら4つをローテーションで提供。事業後に開催予定の ｢スポーツ
健康まつり｣ や ｢ふれんず｣ の教室を案内し、スポーツデビュー
を図った。また、各小学校で「おやこ元気アップ！事業」のミニ
版も実施している。

　共催の総合型地域スポーツクラブ ｢えちぜんスポーツクラブ｣
が20年近く続けてきた親子ファミリースポーツ大会と合わせて
開催した。例年の親子でからだを動かし、ふれあうことの楽しさ、
大切さを感じてもらうだけにとどまらず、保護者に子どもの体力
の現状・課題を訴える絶好の機会となった。

コ長井幹子 コ青山節子

コ濱田修百 コ畠　紀子

コ松本郁代 コ多田美知子

コ岩上厚子 コ位寄由紀子

 共催  羽咋レクリエーション協会

 共催  魚津市立経田小学校PTA  共催  野々市町レクリエーション協会

 共催  砺波市PTA連絡協議会

  共催  えちぜんスポーツクラブ

新
潟
県

石
川
県

富
山
県

福
井
県

保護者 子ども その他 合計
35人 47人 13人 95人

保護者 子ども その他 合計
40人 48人 15人 103人

保護者 子ども その他 合計
81人 81人 17人 179人

保護者 子ども その他 合計
38人 38人 9人 85人

保護者 子ども その他 合計
68人 87人 22人 177人

保護者 子ども その他 合計
31人 40人 26人 97人

保護者 子ども その他 合計
45人 54人 31人 130人

保護者 子ども その他 合計
31人 32人 18人 81人

新
し

発
ば

田
た

市 羽
は

咋
くい

郡志
し

賀
か

町

魚
うお

津
づ

市 石川郡野
の

々
の

市
いち

町

砺
と

波
なみ

市 吉田郡永平寺町

氷
ひ

見
み

市 丹
に ゅ う

生郡越前町

平成23年11月13日
新発田市立藤塚小学校

平成23年7月2日
志賀町立富

と
来
ぎ
小学校

平成23年6月26日
魚津市立経

きょう
田
でん
小学校

平成23年10月22日
野々市町立富

とみ
奥
おく
保育園

平成23年11月3日
砺波市立出

で
町
まち
小学校

平成23年11月12日
松岡公民館

平成23年9月11日
氷見市いきいき元気館

平成23年11月20日
越前町立朝日中学校	
陽光館
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　山梨市教育委員会の全面的な協力を得て実施した。幼稚園児は
お母さんやお父さんと一緒にいろいろなスポーツや踊りに参加
し、楽しむようすがみられた。ケーブルテレビの取材もあり、開
会から閉会までのようすも放送された。

　教育委員会との連絡を密に、教育長・学校の協力を得て実施。
　また地元の太鼓グループ保存会 ｢こまゆみ会｣、松本大学学生
の協力も得た。
　21名のスタッフは、乳幼児から高齢者まで、多世代のみなさ
んとの関わりを何回ものイベントで経験しており、企画・準備と
スムーズに実施できた。

　富士吉田市教育委員会の協力を得て開催した。参加者の募集で
は、小学校や地域の有資格者、3B体操協会関係者などの積極的
な取組が得られた。お母さんお父さんたちや小学生、幼児がみな
楽しく運動をし､ たくさんの笑顔が見られた。

　開催しない全小学校、保育園などへの周知を行うとともに、会
場ともなった総合福祉センターにある、児童センターの周知やレ
クリエーション活動団体の紹介を合わせて行い、今後のこうした
活動へのつながりづくりができるように意識して実施。参加者は、
幼児から小学生までと広くし、幼児でも参加しやすい内容に心が
けた。

　児童センターの協力を得るなかで、参加者の募集から事業の開
催までスムーズに行うことができた。参加児童は幼児が中心で
あったが、保護者も一緒に運動ができ、家族での楽しい時間がも
て充実した会となった。

 「親子プログラム」は、｢親子運動フェスティバル～元気アッ 
プ・エクササイズ～｣ と銘打ち、まるで運動会に参加しているよ
うな雰囲気で楽しくできた。｢保護者セミナー｣ では、講義や話
し合いのなかにレクゲームを取り入れ、｢子どもの元気アップに
は親子のふれあいが大切。｣ ということに気づかせることができ
た。

　昨年10月に発足したばかりの ｢みなみ信州レクリエーション
倶楽部｣ との共催で開催した。このような大規模な事業を企画
し運営することは困難と思われたが、参加者募集は倶楽部員の 

《パッション》で乗り切り実施できた。事業終了後のアンケート
で ｢とても良かった｣、｢また、やって欲しい｣ などの意見を得ら
れた。

　3B用具や音楽を使い、楽しく元気いっぱいにからだを動かす
機会となった。｢親子プログラム｣ ではふれあいを楽しむことを
重視し、｢保護者セミナー｣ では家庭に戻ってからも気軽に行え
る運動を体験し、アフターフォローを重視したプログラムとした。
｢子どもプログラム｣ では、3B用具を使い、普段行うことができ
ないゲームを体験させた。

コ小池美穂子 コ両角孝之

コ渡辺喜代子 コ桜井幸雄

コ小池美穂子 コ髙橋惠子

コ倉地美彦 コ菅原敦子

 共催  山梨市立つつじ幼稚園  共催  東信レクリエーション協会

 共催  すわレクリエーションの会

 共催  御坂児童センター

 共催  みなみ信州レクリエーション倶楽部

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

長
野
県

保護者 子ども その他 合計
58人 74人 23人 155人

保護者 子ども その他 合計
34人 45人 27人 106人

保護者 子ども その他 合計
34人 49人 23人 106人

保護者 子ども その他 合計
30人 31人 18人 79人

保護者 子ども その他 合計
39人 44人 14人 97人

保護者 子ども その他 合計
55人 53人 14人 122人

保護者 子ども その他 合計
46人 67人 23人 136人

保護者 子ども その他 合計
65人 57人 15人 137人

山梨市 小
ちいさがた

県郡青木村

富士吉田市 諏
す

訪
わ

市

笛
ふえ

吹
ふき

市 郡
ぐじょう

上市

飯田市 美
み

濃
の

加
か

茂
も

市

平成23年6月30日
山梨市民総合体育館

平成23年12月3日
青木村文化会館

平成23年12月4日
富士吉田市立吉田小学校

平成23年11月6日
諏訪市総合福祉センター	
「湯小路いきいき元気館」

平成23年9月7日
御
み
坂
さか
児童センター

平成23年6月5日
郡上市立白鳥小学校

平成23年10月16日
飯田市鼎

かなえ
体育館

平成23年6月25日
美濃加茂市西体育館・	
美濃加茂市立太田第二保育園
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　専門の体操指導者によるマット運動遊びを行うなど、器械運動
を取り入れてゲームを楽しんだ。また、全体的に親子のふれあい
を多く取り入れた事業を行うことができた。

　豊明市栄小学校は、日頃から親同士が子育てを通じて意識をた
かめ合うような取組をしており、今回の事業も日頃の取組の趣旨
に合致するものと受け止めていただいた。親子ともに積極的に参
加し、今後の活動のために、充実した取組がみられた。

　相良・地頭方幼稚園、社会福祉協議会などの協力もあり、多数
の参加者を集めることができた。
　1月の末日の寒さが厳しい時期の開催となり、「子どもプログ
ラム」で、寒くないように動きの多いプログラムを取り入れた。
 ｢保護者セミナー｣ は、歌を取り入れ、保護者が発言しやすいよ
うなプログラムを実施した。

 ｢遊びの広場｣ を展開しているためスタッフの確保も順調であっ
た。また、レク・コーディネーターでもある開催会場の教頭先生
より現場の子どものようすを保護者に伝えていただき、「しゃべ
り場」での会話もスムーズに展開された。

　雨天のため屋内の遊戯室での開催となったが、スタッフと参加
者との距離も近く、コミュニケーションがとれやすい開催となっ
た。父親の参加が3分の1ほどあり、「アイーダ アイダ」など積
極的に参加していた。｢保護者セミナー｣ は、遊びを取り入れな
がらのプログラムを作成し、｢しゃべり場｣ では、保護者は打ち
解けて積極的にお話をしていた。

　幼稚園児を主な対象とし年長園児親子（61組）と年少中園児親
子（102組）を二つに分けて行った。お父さんの参加も多くみられ、
お父さん同士の会話がどのように進展するかが心配であったが、
積極的に会話がはずみしっかり意見交換がなされていた。

　対象となる子どもたちが、幼稚園年少が多かったので、事前に
さまざまなことを想定し、準備をした。最悪の状態の想定なども
した。当日、多少その通りになってしまった部分はあったが、想
定の範囲内だったので、上手くいった。

　学校と地域の連携をいかした取組ができた。また、｢おやこ元
気アップ！事業｣ ののぼりを2か月前から学校にたてていただい
たため、学校解放で利用している住民にも関心を与えることがで
きた。小正体育振興会からも子どもたちに記念品を提供いただき、
PTA成人教育委員会からも参加者募集の協力を得た。

コ髙橋惠子

コ竹内裕子コ瀧　康秀

コ森本晁生コ松永幸枝

コ六鹿恵子コ瀧　康秀

コ六鹿恵子

 共催  豊橋レクリエーション協会

岐
阜
県

愛
知
県

静
岡
県

保護者 子ども その他 合計
31人 32人 14人 77人

保護者 子ども その他 合計
48人 48人 16人 112人

保護者 子ども その他 合計
40人 52人 17人 109人

保護者 子ども その他 合計
45人 53人 25人 123人

保護者 子ども その他 合計
41人 41人 17人 99人

保護者 子ども その他 合計
162人 163人 30人 355人

保護者 子ども その他 合計
31人 32人 18人 81人

保護者 子ども その他 合計
45人 45人 11人 101人

大
おお

垣
がき

市

豊
とよ

明
あけ

市牧
まき

之
の

原
はら

市

豊
とよ

橋
はし

市藤
ふじ

枝
えだ

市

津
つ

島
しま

市静岡市清水区

稲
いな

沢
ざわ

市
平成23年11月26日
大垣女子短期大学

平成23年10月22日
豊明市立栄小学校

平成24年1月29日
相良B&G海洋センター

平成23年6月25日
豊橋市立豊小学校

平成23年11月19日
藤枝聖母幼稚園

平成23年6月11日
学校法人 佐橋学園	
昭和幼稚園

平成23年7月24日
静岡市江尻生涯学習交流館

平成23年11月19日
稲沢市立小

こしょう
正小学校
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 ｢親子プログラム｣ では、ペアでのふれあい活動をたくさん取り
入れた。｢保護者セミナー｣ では、小学校でよくみられる子ども
の現状事例を伝達。現状を知り、改善のために今からなんとかし
よう！　という意欲を持たせることができたと考える。また、最
後には、親子が合流したふれあいの時間を設け、和やかに終了で
きた。

 ｢保護者セミナー｣ では、長法寺小学校校長に話をしていただい
た。本事業を自らインターネットで検索し、趣旨に合った資料づ
くりをしてくださったため、とても参考になる話であった。｢子
どもプログラム｣ では、親子でできる運動あそびを行った。

　近江商人の ｢三方よし（売り手よし、買い手よし、世間よし）｣
の精神で、健康体力づくりに子どもよし、保護者よし、学校よし、
地域支援会議よし、総合型クラブよしで、この事業がそれぞれの
メリットとなるように実施した。アンケートの ｢今後一緒に運動
すること｣ では、とても思う、やや思うあわせて97％であった。

　親子で楽しくからだ遊びができ、会場いっぱいに笑顔と笑顔の
ふれあいがあった。地域総合型 ｢コアラスポーツクラブ｣、課程
認定校 ｢大阪国際大学｣、｢守口市生涯スポーツディレクター｣ の
協力を得て実施。楽しい空間の中で、からだや運動に対する認識
を深めてもらうことができ、継続してこのような活動を！　との
要望もあった。

　野洲小学区内の園児や児童を対象としたため、保護者間は顔見
知りが多かったので、「しゃべり場」ではとても活発な意見交換
がなされた。子どもの運動経験不足を訴えることもできた。また、
｢親子プログラム｣ では、保護者自身も運動不足を実感してもら
うことができた。

　親子のふれあいを重視してからだを動かし、スキンシップ、コ
ミュニケーションを図り、親子の関わりの重要性を理解してもら
うように実施した。子どもの体力の低下、親の運動不足を実感し、
今後の生活のなかで子どもとのコミュニケーションをしっかりと
れるようにはたらきかけ、実施した。

　親子で楽しく走ったり追っかけたり触れ合いができる内容にし
た。｢しゃべり場｣ では、気軽に話し合える雰囲気作りを行った。
｢子どもカンタンおもちゃ作り｣ を行い、跳んで・投げて・受け
て楽しく遊んだ。

コ中川愛奈 コ松野三恵子

コ二宮　保 コ時森美智子

コ川波正示 コ砂川三代

コ足立恵美子

 共催  多気町  共催  （社）日本3B体操協会京都府支部

 共催  伊香具子どもの活動支援会議  共催  総合型地域スポーツクラブ「コアラスポーツクラブ」

 共催  （社）日本3B体操協会大阪府支部

 共催  （社）日本3B体操協会北関西支部

三
重
県

京
都
府

滋
賀
県

大
阪
府

保護者 子ども その他 合計
33人 36人 12人 81人

保護者 子ども その他 合計
32人 34人 25人 91人

保護者 子ども その他 合計
39人 51人 36人 126人

保護者 子ども その他 合計
39人 52人 45人 136人

保護者 子ども その他 合計
45人 56人 20人 121人

保護者 子ども その他 合計
74人 101人 19人 194人

保護者 子ども その他 合計
36人 41人 27人 104人

多
た

気
き

郡多気町 長岡京市

長浜市 守
もり

口
ぐち

市

野
や

洲
す

市 堺
さかい

市南区

舞鶴市

平成23年8月6日
多気町民文化会館

平成24年1月14日
長岡京市立長法寺小学校

平成23年11月19日
長浜市立伊

い
香
か
具
ぐ
小学校

平成23年11月19日
守口市立守口小学校

平成23年12月17日
野洲文化小劇場・	
野洲市立野洲幼稚園

平成23年11月5日
学校法人慈光学園	
たけしろ幼稚園

平成23年7月3日
舞鶴市立中筋小学校

　桑名市は小学校と幼稚園が併設しており、幼稚園にも広報を
行ったところ、園児の参加が多くなった。保護者も子どもとのふ
れあいに積極的で、子どもにも照れがない年齢なため、ふれあい
プログラムを多めに取り入れた。
 「保護者セミナー」では、親世代から比べて今の子どもはどうか
を具体例をあげながら紹介。参加者も活発に意見交換した。
コ小野敦子

保護者 子ども その他 合計
30人 32人 10人 72人

桑
くわ

名
な

市
平成24年1月29日
桑名市立立教小学校
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 ｢保護者セミナー｣ で、兵庫県教育委員会から講師を招き県全体
の子どもの現状や体力低下について知ることができた。スポー 
ツ・運動を通して、親子で触れ合い、楽しみながら行うことや継
続性の大切さを知るきっかけづくりができたように思う。

　PTA行事の体力づくり交流会として、小学校と幼稚園がタイ
アップして実施。教育委員会の協力を得て町施設の総合スポーツ
センターを使用できたため、会場も広く、「親子プログラム」な
ど充分体を動かして取り組めた。子ども向けには、3B体操のベル 
や、紙ヒコーキ、大なわとびなどで、楽しくからだを動かせた。

　加東市の他、近隣市からも参加をいただき実施。「元気アップ・
エクササイズ」では、親子のスキンシップを中心に家庭でできる
ものを中心に紹介。｢子どもプログラム｣ では、手遊び・お話・体 
操・新聞遊びなど幅広い年齢に対応できるように工夫した。子ど
もたちの笑顔あふれる遊びとなった。県教委講師も招き、県下の
子どもの体力への気づきの時間となった

 ｢子どもプログラム｣ に、創作活動と運動活動を取り入れた。ま
た、創作活動講師に現代美術作家・林　憲昭氏を招き、｢太陽の
光で絵を作ろう｣ を実施。学校以外で、子どもと大人（親子で）の
活動ができた。また、各クラブの子どもたちの交流の場にもなり、
クラブに参加していない子とクラブの交流となった。

　49人の小規模校で開催。木造の大きな体育館で全員がのびの
び運動できた。｢保護者セミナー｣ では ｢曽爾小学校体力データ｣ 
を解説。県データと比較して、｢優れている点｣ ｢劣っている点｣
｢課題｣ を説明し、保護者の関心も深まった。村内に運動施設な
どが無いため、｢こんな機会をもっと作ってほしい｣ との要望が
多かった。

 ｢親子プログラム｣ でキンボールを実施。学校の理解と協力のも
と、事前に学校の朝の会を使い学校職員・児童とともにルールの
確認をしながら、2回練習を行い取り組んだ。準備運動の時に、
簡単な「元気アップ・エクササイズ」を取り入れながら、キンボー
ルの上達と同時にスタッフとの信頼感も生まれ、参加者との良好
な関係の取組となった。

　初めての経験で親子とも充分に心もからだもリフレッシュした
ようすで、満足した顔で、声かけ（挨拶）をして帰る人たちが大勢
いたことから、主催者側としても、良い事業であったと実感でき
た。乳児（0歳児）を預かるコーナー（幼稚園側が、会場の隅に小
さな畳を敷いた）を用意したことが良い工夫となった。

コ横田京子

コ松岡由希子

コ稲留かおり

コ堀切和仁

コ諌原良子 コ北野英美

コ髙野美代子

 共催  加古川市レクリエーション協会

 共催  加古川市レクリエーション協会  共催  串本町レクリエーション協会

 共催  有田地方レクリエーション部会

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

奈
良
県

保護者 子ども その他 合計
36人 36人 17人 89人

保護者 子ども その他 合計
117人 153人 32人 302人

保護者 子ども その他 合計
48人 62人 16人 126人

保護者 子ども その他 合計
29人 30人 29人 88人

保護者 子ども その他 合計
43人 53人 21人 117人

保護者 子ども その他 合計
36人 41人 22人 99人

保護者 子ども その他 合計
35人 50人 12人 97人

加
か

西
さい

市 生
い

駒
こま

郡平
へ ぐ り

群町

加
か

東
とう

市 東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡串本町

宇
う

陀
だ

郡曽
そ

爾
に

村 有田郡湯浅町

桜井市

平成23年7月24日
加西市立善防公民館

平成23年11月8日
平群町総合スポーツ	
センター

平成23年7月30日
加東市立社児童館	
やしろこどものいえ

平成23年6月25日
串本町立古座小学校

平成23年6月7日
曽爾村立曽爾小学校

平成23年10月28日
湯浅町立山田小学校

平成23年10月22日
桜井市立三輪幼稚園

　地域・幼稚園・PTAを巻き込んで開催したため、準備からス 
ムーズで、土地柄か夫婦で参加する方が多かった。「アイーダ ア
イダ」は、難しかったという声が多く聞かれたが、反面やる限り
は、事前に練習してやりたかったという声も聞かれた。大人が積
極的に参加しようという雰囲気のある会場で楽しくできた。

コ安藤浩司

保護者 子ども その他 合計
41人 46人 30人 117人

淡路市
平成23年10月1日
淡路市立石屋小学校	
附属幼稚園
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 ｢親子プログラム｣ はレク・インストラクターの資格を有する教
員が関わり、手作りの教材などを使いながら、保護者と楽しく、
かつ運動量のある充実した活動ができた。｢保護者セミナー｣ は、
鳥取大学医学部の加藤先生から具体例を紹介しながら楽しく肩肘
をはらずに、参考になるレクチャーをいただいた。

　近隣の保育所・小学校にもチラシを配布し、３つの小学校・４
つの保育所からの参加があった。｢しゃべり場｣ グループ分けの
なかで、日ごろ接点のない方との出会いや気づきもあり、好評で
あった。地元の食生活改善推進協議会の有機野菜を使った豚汁と
おむすびを提供し、｢有機の里｣ならではの地域性がだせたと思う。

　親子でふれあいができるゲーム、｢アイーダ アイダ｣ などを
実施し、家族のコミュニケーションを図ることができた。また、 
｢子どもプログラム｣ ではコミュニケーションゲームを中心に対
抗ゲームを行い、仲間意識を持ちながら楽しく交流することがで
きた。

 ｢親子プログラム｣に3B体操によるエクササイズを実施。指導法・
展開の仕方が優れ、参加者の心身を解きほぐし、上手く次のプロ
グラムへつなぐことができた。岡山県は体力・学力向上に力を入
れており、保護者も、｢保護者セミナー｣ を真剣に聞き、「しゃべ
り場」は、さまざまな情報交換を行い、この事業の重要性を自分
たちのこととして捉えてもらえた。

 ｢親子プログラム｣ では、親子が同じ動きをすることで、保護者
に自分と子どもの動きを比較しながら見ていただけた。子どもの
頃からずっと住んでいる保護者も多く ｢しゃべり場｣ では、多く
の意見が発表された。地域や保護者間でのつながりを深めるきっ
かけになり、地域で子どもを見守ることができる環境の提供がで
きたと思う。

 「親子プログラム」では、日頃運動の機会が少ない保護者も、子
どもと一緒に楽しくエクササイズに取り組んだ。「子どもプログ
ラム」は、最近、田舎でも目にすることがなくなった凧揚げを行っ
た。初めて経験する子どもがほとんどで、手作り凧に絵を描いて、
広い運動場を駆け回り凧揚げを楽しんだ。

　こうした取組はいつも市の中心部でばかり実施されていたの
で、初めて奥部を会場に試みた。「子どもプログラム」では、身
近にあるものを素材に、いつでも親子で簡単に楽しめるものに取
り組み、喜んでくれた。集客率は再考すべきところだが、スタッ
フの動きと結束力が生まれたことは、今後の事業にもプラスと
なった。

コ丸山　寛 コ澄川恵美子

コ安田　智 コ塩見優子

コ田中　進 コ藤井美保

コ松島俊枝

 共催  西部レクリエーション協会  共催  益田市レクリエーション協会

 共催  西部レクリエーション協会

 共催  八頭郡レクリエーション協会  共催  井原地区レクリエーション協会

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

保護者 子ども その他 合計
30人 39人 16人 85人

保護者 子ども その他 合計
41人 62人 29人 132人

保護者 子ども その他 合計
35人 48人 15人 98人

保護者 子ども その他 合計
30人 39人 15人 84人

保護者 子ども その他 合計
43人 51人 24人 118人

保護者 子ども その他 合計
30人 35人 8人 73人

保護者 子ども その他 合計
13人 20人 15人 48人

西
さい

伯
はく

郡南部町 鹿
かの

足
あし

郡吉
よし

賀
か

町

米
よな

子
ご

市 岡山市北区

八
や

頭
ず

郡八頭町 井原市

雲
うん

南
なん

市

平成23年11月19日
南部町立西伯小学校

平成24年1月22日
吉賀町民柿木体育館

平成23年9月10日
米子市立福米西小学校

平成23年12月18日
岡山市立鹿田小学校

平成23年8月21日
八頭町立安部小学校

平成24年1月21日
芳井生涯学習センター

平成24年1月22日
雲南市立掛合小学校

 ｢親子プログラム｣ では、3B器具を使い、｢ジャンプ！キック！
キャッチ！｣と全身運動遊びを、｢子どもプログラム｣では牛乳パッ
クを使ってとんぼや、小さな子ども向けこまや、新聞紙で作った
リング遊びを実施。さらに紙飛行機飛ばし大会など身近なものを
活用し遊びのバリエーションを広げ、コミュニケーションを図る
機会となった。
コ山根輝子  共催  岩美町教育委員会

保護者 子ども その他 合計
30人 30人 27人 87人

岩
いわ

美
み

郡岩美町
平成23年10月29日
岩美町中央公民館
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 ｢親子プログラム｣ では、親子の声がよくでて、笑顔の多い内容
となった。
　親子のつながりが希薄になったと心配される昨今、日常的にも
良く関わりあえているようすを感じる参加者であった。
　事業後も冊子 ｢親子でタッチ！｣ を見ながら取り組んでくれる
のではないかという手応えを感じた。

 「元気アップ・エクササイズ」では ｢親子コーディネーション運
動｣ を実践してもらい、日常生活においても、親子で気軽に簡単
に楽しく運動できる内容を紹介していた。また脳や神経系と筋と
の協応性が発達段階として大切であることを紹介した。今後も親
子で継続して運動するきっかけづくりを提供することができた。

　単独の学校・保育所・幼稚園に頼らず、市内外から広く参加者
を集めた。行政とも呉市教育委員会の他、子育てや健康増進担当
部署とも連携した。｢保護者セミナー｣ では、事業目的をよく把
握した大学教授が講師を担当した。運動プログラムも、道具を使
うニュースポーツではなく、いつでもどこでも誰でも楽しめる内
容にこだわって実施した。

　本事業を子ども会育成者連絡協議会の50周年記念事業の一つ
として実施し、参加者の確保に有効であった。また、保育学科を
持つ宇部フロンティア大学の協力を得て、保育学科の学生をス
タッフとし、子どもの体力向上のサポートを担う人材の育成も事
業のねらいとして実施した。

　親子のふれあいを増やす目的で、｢しゃべり場｣ の後、もう一
度保護者が体育館に入り、子どもの作ったもので親子遊びとみん
なでサークルを作り、手と手と手とのリズム遊びを行った。最後
に親子のふれあいを持たせたことで保護者の満足感がかなり増し
たと感じた。

 「元気アップ・エクササイズ」として ｢親子コーディネーション
運動｣ を取り入れ、日常生活においても、親子で気軽に簡単に楽
しく運動できる内容を紹介したり、脳や神経系と筋との協応性が
発達段階として大切であることを話したりした。それにより、今
後も親子で継続して運動するきっかけづくりを提供することがで
きた。

　小さな子どもも楽しめるように、｢親子プログラム｣ は小さな
子どももできる運動を取り入れた。｢子どもプログラム｣ も、大
きな子どもは大縄跳び、小さな子どもは小さな縄跳びなど、運動
や遊びの内容に工夫を凝らした。また、地元の岩国市レクリエー
ション連盟と共催したことで、参加者と大変親密な雰囲気で運営
することができた。

コ佐藤秀信 コ金子宏道

コ岡本聖治 コ橋本　勲

コ高田正宏 コ中田　徹

コ三原善伸

 共催  福山市レクリエーション協会

  共催  呉市教育委員会  共催  宇部市レクリエーション協会

 共催  福山市レクリエーション協会  共催  山口市レクリエーション協会

 共催  岩国市レクリエーション連盟

広
島
県

山
口
県

岡
山
県

保護者 子ども その他 合計
30人 41人 26人 97人

保護者 子ども その他 合計
30人 34人 16人 80人

保護者 子ども その他 合計
31人 33人 38人 102人

保護者 子ども その他 合計
37人 47人 16人 100人

保護者 子ども その他 合計
45人 51人 22人 118人

保護者 子ども その他 合計
31人 33人 15人 79人

保護者 子ども その他 合計
32人 36人 19人 87人

尾
おの

道
みち

市 長
なが

門
と

市

呉
くれ

市 宇
う

部
べ

市

福山市 山口市

岩
いわ

国
くに

市

平成23年6月25日
尾道市立長江小学校

平成23年12月4日
長門市三隅農業者	
トレーニングセンター

平成23年7月10日
広公民館	
（広市民センター内）

平成23年5月22日
宇部市立厚南小学校

平成23年6月3日
福山市立東小学校

平成23年7月3日
山口市徳地体育館

平成24年1月22日
岩国市総合体育館

　松ぼっくりやドングリなど自然の物を使っていろんなモノづく
りをする ｢子どもプログラム｣ は、とても楽しそうに取り組んで
いた。おりがみ、ニュースポーツコーナーに参加していた子ども
は、閉会式の後も、盛り上がっていた。保護者から、子どもたち
と一緒に作りたかったという声も聞かれた。

コ大天嘉行  共催  美作地区レクリエーション協会

保護者 子ども その他 合計
45人 61人 9人 115人

久米郡美咲町
平成23年10月29日
美咲町立柵原西小学校
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香
川
県

　エクササイズで親子が一緒にからだを動かし、｢子どもプログ
ラム｣ では、最初に3B体操のエクササイズを行った後、バラン
ス平均台、フリスビー、輪投げなどのニュースポーツを体験させ
た。｢保護者セミナー｣ では、徳島県の体力の現状を伝え、親子
で運動することの大切さを考えなければならないと、話し合う姿
が見られた。

 ｢親子プログラム｣ に ｢親子コーディネーション運動｣ を取り入
れ、日常生活で、気軽に簡単に楽しく運動できる内容を紹介した
り、子ども体操教室の先生方の協力を得て、楽しい内容と好評だっ
た。今までしてきたことでも、目先を変えれば違った遊びになり、
親子でさらに楽しめることに気がついた保護者も多かった。

 「元気アップ・エクササイズ」では、会場が狭かったので、2班
にわかれて、3B体操エクササイズ、ニュースポーツを親子で体
験して、快い汗を流した。｢保護者セミナー｣ では、徳島県の体
力の現状を伝え、親子で運動することの大切さを考えなければな
らないと話し合う姿が見られた。

　幼稚園児を中心に卒園生や他校の小学生の家族などを主な参加
者として実施。親子、家族が楽しんで遊びながら汗をかき運動が
できていると思える3B体操の要素を多く取り入れた内容を紹介。
歓声と笑顔がこぼれ親子のスキンシップの良い機会となった。
　また、身近な新聞紙で作ったフライングディスクの遊びを紹介。
親子で楽しんでいた。

　芝生広場で開催したため開放感があり、のびのび運動したり、
6種類の運動や遊び、クラフトなどに取り組むことができた。 
｢保護者セミナー｣ では、刻月亭という日本庭園を見渡せる所で
講演をし、子どもの体力について、やさしくわかりやすくよかっ
たという意見があった。｢しゃべり場｣ も楽しく情報交換をし、
好評であった。

　市内全域、近隣地域からの参加も受け入れ、対象年齢の幅を広
げて実施。初対面の子ども同士、普段ふれあう機会の少ない年長
者・年少者と一緒に遊んだ。かつての遊び場がそうであったよう
に、年上の子どもの動きをまねし、また年下の子どものようすを
見ながら動くことを目指した。普段親から離れない子も、お兄さ
んたちについて遊ぶようすが見られた。

　3B体操と共催で実施することにより、3B手具を使用する運動
を体験することができ、柔軟性やバランス感覚を養う大切さを認
識できた。実施後のアフターフォローについても、3B体操を引
き続き行なうことになった。

コ松本京子 コ松木紀子

コ福池勝行 コ西山みゆき

コ好井智子 コ西山みゆき

コ小野淑枝

 共催  坂出市レクリエーション協会  共催  （社）日本3B体操協会愛媛県支部

 共催  （社）日本3B体操協会香川県支部

徳
島
県

愛
媛
県

香
川
県

保護者 子ども その他 合計
23人 32人 26人 81人

保護者 子ども その他 合計
44人 63人 18人 125人

保護者 子ども その他 合計
86人 86人 26人 198人

保護者 子ども その他 合計
51人 67人 11人 129人

保護者 子ども その他 合計
33人 44人 27人 104人

保護者 子ども その他 合計
48人 63人 12人 123人

保護者 子ども その他 合計
81人 77人 19人 177人

阿波市 今
いま

治
ばり

市

鳴
なる

門
と

市 大
おお

洲
ず

市

坂
さか

出
いで

市 新
に

居
い

浜
はま

市

三
み

豊
とよ

市

平成23年7月3日
阿波市土

ど
成
なり
農業者

トレーニングセンター

平成23年7月2日
今治市立日高小学校

平成23年11月1日
鳴門市立撫養幼稚園

平成23年6月4日
学校法人 帝京科学大学	
帝京第五高等学校

平成23年11月23日
瀬戸大橋記念公園

平成23年11月5日
新居浜市総合福祉センター

平成23年10月30日
三豊市立大野小学校

 ｢子どもプログラム｣ では、リズム体操や3B体操の用具などを
利用したエクササイズを実施。その後、全員でパラシュートで遊
び、平均台、フリスビー、どこでも輪投げなどのニュースポーツ
や、紙飛行機、皿回しの伝承遊びを体験した。「保護者セミナー」
では、徳島県の体力の現状を紹介し、親子の運動の大切さを伝え
た。
コ岡山千賀子

保護者 子ども その他 合計
76人 76人 26人 178人

板野郡松
まつ

茂
しげ

町
平成23年11月22日
松茂町立松茂小学校
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　事業を通じて、青少年育成市民会議山ノ手地区協議会の役員や、
「子ども見守り隊」として活動されている面々なども参加し、子
どもの体力向上に対する理解が得られた。このことは、今後、活
動を継続していくことへの大きな前進となると考えている。

　神埼市全体に参加募集を働きかけ、当日は予定の参加者を集
めて実施した。｢子どもプログラム｣ では、ニュースポーツのス
タンプラリーを展開。5種目をすべて体験させることができた。 
｢親子プログラム｣ では、大人も子どももたくさんの笑顔で楽し
んでいた。

　乳幼児の参加が多く、｢保護者セミナー｣ では泣き通す幼児も
いたが、バルーンに興味をもったり、手作りの大判紙芝居に見 
入ったりと、子どもらしいあそびの姿が見られた。参加した保護
者の多くは、閉会後、会場のあちこちで遊びを楽しむ姿がみられ
た。また、地域の ｢おじいちゃん｣ の参加もあり、｢子どもプロ
グラム｣ の遊びの幅も広がった。

　親子、兄弟姉妹が全体に競いながら楽しみ、親子で一緒に楽し
める事業となった。特にニュースポーツ6種目体験が人気となっ
た。｢保護者セミナー｣ もみなさん真剣に耳を傾けて。「しゃべり 
場」でも活発な意見がでて、｢もっと長時間したい｣ という声が
あがった。過疎化の町で開催できたことは今後の活動につながる
と考えている。

 「親子プログラム」では初めに一人ひとりでの運動遊びを入れ、
気分を盛り上げた後にペアを作り、ボディタッチを多く取り入れ
た遊びを楽しんだ。
 「しゃべり場」ではワークショップ形式をとり、全員がそれぞれ
の意見を出し合い、問題を解決するまで、自分たちで導いてもらっ
て納得して帰ってもらうことができるように工夫した。

　鳥栖市のなかでも、振興住宅地域の下弥生が丘校区で実施した。
地域住民の希薄化で、子どもを通して知り合うだけの関係が多く、
今回の企画は地域を巻き込む機会となった。たくさんの親子が集
まり、特に、親子体操、一緒に運動するプログラムを大人も子ど
もも笑顔で楽しんだ。

 ｢親子プログラム｣ では一人ひとりでの運動遊びを入れ、盛り上
げた後に親子ペアを作り、ボディタッチを多く取り入れた遊びで
楽しませ、｢子どもプログラム｣ は年齢の違う子どもでもともに
楽しめるようにアレンジ。｢しゃべり場｣ はワークショップ形式
で意見を出し合い、問題を解決するまで話し合い納得して帰るこ
とができるように工夫した。

コ片岡　文 コ八嶋フヂヨ

コ岡本雅子 コ杉野幸子

コ伊藤恭子 コ八嶋フヂヨ

コ大平道子

 共催  高知中央地区レクリエーション協会  共催  神埼市レクリエーション協会

 共催  安芸市レクリエーション協会  共催  唐津市レクリエーション協会

 共催  北九州市レクリエーション協会

高
知
県

佐
賀
県

福
岡
県

福
岡
県

愛
媛
県

保護者 子ども その他 合計
43人 48人 23人 114人

保護者 子ども その他 合計
30人 36人 22人 88人

保護者 子ども その他 合計
36人 49人 26人 111人

保護者 子ども その他 合計
97人 118人 25人 240人

保護者 子ども その他 合計
31人 37人 16人 84人

保護者 子ども その他 合計
42人 55人 21人 118人

保護者 子ども その他 合計
33人 40人 7人 80人

土佐市 神
かん

埼
ざき

市

安
あ

芸
き

市 東松浦郡玄
げん

海
かい

町

北九州市小
こ

倉
くら

南区 鳥
と

栖
す

市

糟
かす

屋
や

郡宇
う

美
み

町

平成23年7月23日
土佐市立高岡第二小学校

平成23年7月30日
神埼市中央公園体育館

平成23年8月21日
安芸市体育館

平成24年1月24日
玄海町立有徳小学校

平成23年7月30日
北九州市立小倉南区体育館

平成23年11月26日
若楠療育園

平成24年1月14日
働く婦人の家	
「しーず・うみ」

　体育教室講師の協力で紹介したエクササイズが好評であった。
｢子どもプログラム｣ では、｢がんばり表｣ を作ることで子どもた
ちのやる気も生まれ、エクササイズのなかの好きな動きについて
話をする子どもの姿もあった。｢作ってあそぼう！｣ という工作
では、年齢に配慮し、作ったものを使って体を動かして遊べる工
夫をした。
コ村上明子

保護者 子ども その他 合計
31人 46人 14人 91人

伊予市
平成23年6月11日
しおさい公園内	
伊予市民体育館
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　会場となっている三城小学校の学校、PTAの協力を得て、児童、
保護者、地域住民に対しての募集を積極的に行ってもらえた。ま
た、会場校以外の小学校、幼稚園、保育園からの参加もあり楽し
く運動遊びができた。「子どもプログラム」では、身近な材料を使っ
て作り遊べることが好評だった。

　学校側の協力もあり、多くの参加者を得られ、企画から参加者
集めなどスムーズに行うことができた。親子遊びゲームやふれあ
いダンスでは、大きなかけ声をだし、親子のふれあいについてと
ても関心をもたれたようで、今後、学校全体で、このような事業
を開きたいとの要望があった。

　彼杵小学校PTA主催事業 ｢芝生まつり｣ のメインイベントとし
て実施。そのため、参加者募集については、当該校児童・保護 
者・地域住民に対して、学校とPTAが全面協力した。当日は、参
加者も多く、芝生の上で親子を中心として楽しく運動や遊びがで
きた。子どもたちのプログラムも芝生の上でいっぱい遊ぶことが
できる内容を実施した。

　例年、夏休みの終了間際に行っている親子のレクリエーション
を、本年度はこの ｢おやこ元気アップ！事業｣ にリニューアルし
て実施した。当初、親子でふれあうことを重視する感が強かった
が、保護者対象のプログラムの重要性も過去のアンケート結果を
持参し説明を行い理解してもらった。

 ｢親子プログラム｣ では、｢いただきマーチ｣、｢あじのひらき体操｣
を実施。｢保護者セミナー｣ では、子どもの現状の一つとして ｢食
の現状｣ を紹介した。｢しゃべり場｣ では、元気アップ事業のHP
にある ｢生活習慣チェックシート｣ を使い、見直しを促した。プ
ログラム全体として ｢食｣ を切り口として実施した。

 ｢親子プログラム｣ の内容を、｢室内オリンピック｣ と題して実施。
グループ対抗戦でゲームをしながら、親子で協力することで親子
の笑顔が広がり、他の仲間を応援する一体感を味わうことができ
た。｢保護者セミナー｣ では講師の話に感動した。また、ぜひ聞
きたいという声が多かった。

　ゲームやダンスを通じてふれる子どもの笑顔に、多くの保護者
が刺激を受けていた。｢子どもが話しかけてきたとき、忙しいを
理由に話を聞かなかった｣ ことや、｢一日一回は子どもを抱きし
めてあげたい｣ といった反省の意見が多くでた。この事業を通じ
て、保護者の気づきができたことが大変良かったと思う。

コ永岡敦子 コ木原美代子

コ平山　仁 コ阿部久美子

コ平山　仁 コ坂梨希容子

コ阿部久美子

 共催  大村市レクリエーション協会

 共催  諫早市レクリエーション協会

 共催  諫早市レクリエーション協会  共催  中津レクリエーション協会

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

佐
賀
県

保護者 子ども その他 合計
37人 56人 21人 114人

保護者 子ども その他 合計
52人 79人 20人 151人

保護者 子ども その他 合計
94人 131人 48人 273人

保護者 子ども その他 合計
35人 47人 20人 102人

保護者 子ども その他 合計
34人 67人 22人 123人

保護者 子ども その他 合計
39人 40人 28人 107人

保護者 子ども その他 合計
35人 51人 20人 106人

大村市 山
やま

鹿
が

市

東
ひがし

彼
その

杵
ぎ

郡東彼杵町 阿蘇市

諫
いさ

早
はや

市 中津市

阿蘇郡南阿蘇村

平成23年11月20日
大村市立三城小学校

平成23年6月19日
山鹿市立六郷小学校

平成23年10月2日
東彼杵町立彼杵小学校

平成23年8月21日
阿蘇市立内牧小学校

平成23年6月5日
諫早市立上山小学校

平成23年11月13日
中津市立豊田小学校

平成23年9月17日
南阿蘇村立久木野小学校

 ｢親子プログラム｣ では3B体操協会が指導し、参加者も初めて
見るベルとベルターを使い楽しく運動していた。親子運動を希望
していた幼稚園を主な対象としたため父親の参加もあって大変楽
しそうであった。「保護者セミナー」、「しゃべり場」も積極的な
意見がでて、次回も希望したいという声があがった。

コ杉野幸子

保護者 子ども その他 合計
62人 66人 21人 149人

杵
き

島
しま

郡白
しろ

石
いし

町
平成23年11月5日
有明社会体育館
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　参加者の確保に苦慮したが、チラシの増し刷りや口コミで周知
した結果、町内外から34組の参加者を得ることができた。また
関係機関との連携では3B体操協会、学校、教育委員会、地元レ
ク協会、県レク協会の五者が密に連絡、協力したことで本事業の
趣旨の一環でもある地域社会の ｢子どもの体力向上｣ に対する意
識啓発にも大きな役割を果たした。

 ｢子どもプログラム｣ では、子どもたちを5つのグループに分
け、5種目を20分で交代し、全種目活動できるようにした。また、
各種目に点数を設定し個人カードにその獲得点数を記入し、上位
入賞者を発表する場を設けた。

　参加者の確保に苦慮したが、36組の参加者を得ることができ
た。関係機関との連携では、3B体操協会、学校、教育委員会、
地元レクリエーション協会、県レクリエーション協会の五者が密
に連絡、協力したことで、本事業の趣旨の一環でもある地域社会
の ｢子どもの体力向上｣ に対する意識啓発にも大きな役割を果た
した。

　親子で楽しい夏休みの思い出づくりになるように、親子で遊べ
るからだ遊びや新聞紙を使った遊びが特に好評であった。熱中症
対策として冷房の使用できる施設に変更し、キーパーに冷たい麦
茶を用意し、実施した。

 ｢保護者セミナー｣ 以外をすべて地域協会の会員で運営し、「親
子プログラム」では、3B体操の会員が担当し、3Bの用具や身近
にあるタオルなどを用いて、親子で体操やゲームを楽しませた。
｢子どもプログラム｣ では、自分たちで作った道具を使って遊ん
だりし、疲れることを知らず汗をビッショリかきながら何度も挑
戦していた。

　ハロウィンの時期だったので仮装して ｢アイーダ アイダ｣ を
楽しく実施した。｢子どもプログラム｣ では「チャレンジ・ザ・ 
ゲーム」で汗を流した後、新聞紙でフリスビー・けん玉・剣を作
る遊びも実施。｢保護者セミナー｣ では市保健課の保健師に、食
べて、よく動き、よく寝ることなど、生活リズムの大切さを地域
の実情を踏まえて講話いただき、好評を得た。

　異年齢での交流が少ないため、小学校1年生から6年生までの
参加をよびかけ実施した。
　スポーツの苦手な子どもでも参加できるように、昔の遊び体験
や手作りコーナーを設けた。

　親子で運動しながら触れ合い、レクリエーションを通して苦手
な運動が楽しくできるように工夫し、さらに音楽を流しながら
ゲームを楽しませた。

コ冨樫　操

コ内山光太郎

コ落合眞理子

コ西牟田小枝子

コ石井とも子

コ屋良玲子

コ山田豊裕 コ浜元ひろみ

 共催  指宿市レクリエーション協会

 共催  鹿屋市レクリエーション協会

 共催  竹田市レクリエーション協会

宮
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県

大
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県
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県

鹿
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島
県

保護者 子ども その他 合計
34人 34人 23人 91人

保護者 子ども その他 合計
60人 72人 16人 148人

保護者 子ども その他 合計
36人 36人 23人 95人

保護者 子ども その他 合計
31人 39人 10人 80人

保護者 子ども その他 合計
45人 53人 19人 117人

保護者 子ども その他 合計
32人 35人 19人 86人

保護者 子ども その他 合計
34人 40人 18人 92人

保護者 子ども その他 合計
31人 31人 17人 79人
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郡恩
おん

納
な

村
そん

平成23年10月23日
三股町立三股小学校

平成23年12月3日
開
かい
聞
もん
総合体育館

平成23年11月20日
延岡市立北川小学校

平成23年7月31日
鹿屋市串良公民館

平成23年11月6日
竹田市立南部小学校

平成23年10月29日
南城市立知念小学校

平成23年11月27日
奄美市立奄美小学校

平成23年10月23日
恩納村立仲

なか
泊
どまり
小中学校
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記事・メディア掲載 抜粋
事前段階から各地域新聞社等にニュースリリースを行うなど、

「おやこ元気アップ！事業」当日のようすを広くPRする活動も
展開しました。新聞やコミュニティ紙などでの紹介や、
ケーブルテレビなど映像メディアでも紹介されました。
ここでは、その一部をご紹介します。

岩手県遠野市
遠野市民体育館
岩手日報
平成23年6月27日掲載

青森県南部町
南部町立町民体育館
デーリー東北
平成23年12月22日掲載

長野県飯田市
飯田市鼎体育館
南信州新聞
平成23年10月19日掲載

福井県吉田郡永平寺町
松岡公民館
福井新聞
平成23年11月21日掲載

佐賀県神埼市
神埼市中央公園体育館
佐賀新聞
平成23年8月13日掲載
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秋田県雄勝郡東成瀬村
東成瀬地域交流センター　ゆるるん
秋田さきがけ
平成23年10月16日掲載

北海道留萌市
留萌市スポーツセンター
日刊留萌
平成23年5月31日掲載

秋田県北秋田市
北秋田市立鷹巣小学校
北鹿新聞
平成23年7月17日掲載

高知県土佐市
土佐市立高岡第二小学校
高知新聞
平成23年7月24日掲載
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参加者募集のチラシ
各地では、多くの保護者の参加を得るためにさまざまな募集活動が実施されました。
ここでは、各地で配布されたチラシの一部を紹介します。

長崎県大村市
大村市立三城小学校

秋田県大仙市
大仙市大曲武道館

北海道留萌市
留萌市スポーツセンター

北海道野付郡別海町
別海町民体育館
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千葉県四街道市
四街道市立中央小学校

山口県山口市
山口市徳地体育館

福井県丹生郡越前町
越前町立朝日中学校
陽光館

兵庫県加東市
加東市立社児童館
やしろこどものいえ

宮崎県延岡市
延岡市立北川小学校

長崎県諌早市
諫早市立上山小学校

長野県飯田市
飯田市鼎体育館

三重県多気郡多気町
多岐町立文化会館
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 「おやこ元気アップ！事業」の運営の中核を担う人
材として「元気アップコーディネーター」を各会場
に配置し、実施している。３年目の実施にあたり、
新たに２名のコーディネーターを対象に元気アップ
コーディネーターとして必要な本事業の運営ノウハ
ウを学習するために開催した。

◦期日
　平成23年４月23日〜24日

◦開催会場
　国立オリンピック記念青少年総合センター

◦ねらい
　「おやこ元気アップ！事業」の実施に不可欠な事
業の重要性や子どもの体力の現状について理解する
とともに、事業の広報やPR、コーディネーターお
よび事務担当者の役割、事業の運営・進行に必要な
事務手続きについて学習する。

◦対象
　平成23年度の「おやこ元気アップ！事業」を行
う都道府県レクリエーション協会から推薦された
コーディネーター、及び事務を担当する都道府県レ
クリエーション協会の事務担当者

◦講習会プログラム
１.	 子どもの体力の現状について
２.	「おやこ元気アップ！事業」が目指すもの①
	 コラム：保護者と子どもをその気にさせるコツ
３.	「おやこ元気アップ！事業」がめざすもの②
	 コラム：学校と教員をその気にさせるコツ
４.	 実技体験プログラム　実技発表会
	 コラム：効果的な実技プログラムにするコツ
５.	 あなたが目指すコーディネーター像
６.	 コーディネーターに必要な「おやこ元気アップ！	
	 事業」の事務手続きについて

　都道府県レクリエーション協会が任命し、この事業を効果的に運営するノウハウを持ってい
る人が「元気アップコーディネーター」です。
　事業のねらいを達成するために、ヒト、モノ、資金、情報などの地域の資源と結びつけなが
ら、子どもの元気アップに向けた活動をさらに広げていこうというビジョンを持った人です。

平成23年度「おやこ元気アップ！事業」
元気アップコーディネーター講習会

元気アップ
コーディネーター
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本事業の評価

本日の事業について、
参加してみていかがでしたか

■

　参加者の9割以上が参考になったと
本事業を評価、約97%が
今後の子どもとの運動や遊びに意欲

　9割以上の保護者が、この事業の全体に関して
「参考になった（「とても」＋「やや」）」と回答して
います。個別にみると、「親子の運動プログラム」

（97.4%）、「保護者セミナー」（95.0%）、「子育て
しゃべり場」（92.1%）の順となっています。
　また、この事業に参加した結果、「今後、子ど
もと一緒に運動や遊びを実施したい」と回答した
人の割合は96.7%（「とても」＋「やや」）に達して
おり、本プログラムが子どもとの運動や遊びの実
施に向けた意識変容に寄与したものと推察されま
す。

そう思う
67.4%

やや思う
29.3%

未回答 1.7%
思わない 0.1%

あまり思わない 1.5%
親子の一緒の運動プログラム

保護者向けセミナー

子育てしゃべり場

全体について

63.9% 33.5%

64.0% 31.0%

57.4% 34.7%

61.8% 33.2%

あまり参考にならなかった ■ 1.4%
参考にならなかった ■ 0.3%

未回答 ■ 0.9%

1.8%
0.5%
2.7%

2.2%
0.5%
5.2%

1.3%
0.3%
3.5%

やや参考になった ■

■ とても参考になった

参加者

性別・年齢■

　参加者の男女比約1：3、
30代が半数を占める

　性別では、女性が73.9%、男性が25.7%
となっていす。また、年代では、30代が
54.7%と最も多く、20代〜40代で92.4%
を占めています。

男性
25.7%

女性
73.9% 30代

54.7%

40代
30.1%

未回答 0.3%

未回答 0.3%
60代以上 3.6%
50代 3.7% 20代 7.6%

性別 年代

当日参加した保護者に主催団体より配布して、4,948名の保護者から回答をいただきました。
集計分析協力　松尾哲矢　日本レクリエーション協会「おやこ元気アップ！事業」委員（立教大学 教授）

保護者アンケート集計結果　　

子どもの体力向上に向けた啓発度

当日
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子どもやご自身の体力に対する評価

運動・スポーツの実施状況

参加してみて、子どもの体力や
ご自身の体力についてどのように思いましたか

■

日頃、どの程度、運動やスポーツをしていますか。
運動やスポーツを行った日数を全部合わせると、
1年間に何日くらいになりますか

■

今後、実際に子どもと一緒に運動したり、遊んだりするように
なるために、まわりからどのようなサポートや手助けがあると
役立つと思いますか

■

　子どもの体力、「ふつう」が半数を
超えるが約18%は「体力ない」と回答、
保護者本人は約45%「体力ない」

　53.0%の保護者は子どもの体力が「ふつ
う」であると認識している一方、15.7％
の人が「体力はない方だと思った」と回答
しています。また、保護者自身の体力につ
いては、44.8%の保護者が「体力はない
方だと思った」と回答しています。

　定期的（週一日以上）活動、
子ども約82%、保護者自身約32%、
保護者と子ども一緒は約18%

　81.6%の保護者が、子どもは定期的（週
一日以上）に運動やスポーツをしていると
回答しています。保護者自身は、32.0%が
定期的に運動していると回答しています。 

（参考：内閣府（2009年）の調査によれば、 
定期的実施者（週一日以上）の割合は、20
代32.0%、30代40.2%、40代48.4%と
なっています。）子どもと一緒の運動やス
ポーツに関しては、定期的実施者の割合は
19.2％であり、「行わなかった」と回答し
た人の割合が11.2%となっています。

　
今後のサポート、7割以上が

「イベントやサークルの紹介」「声かけ」
「情報の提供」を求める

　日常的に運動やスポーツを続けていく
ための支援の希望については、「地域のイ
ベントやサークルなどの紹介」（「非常に」
＋「やや」）が93.6%と最も高く、ついで主
催団体等の「関係者からの声かけ（誘い）」

（83.2%）、ホームページや活動情報の紹
介（「継続をうながすHP等でのサービス」）

（74.8%）の順となっています。

20代 5.4%

30代
53.4%

40代
36.0%

未回答 0.9%60代以上 1.6%
50代 3.0%

子ども

子ども

あなたご自身

あなたと子どもと一緒に

28.0% 53.0% 15.7%

9.4% 43.6% 44.8%

わからない ■ 2.4%
未回答 ■ 1.0%

1.4%
0.8%

体力はない方だと思った ■
■ 体力はある方だと思った

■ ふつう

あなたご自身

子ども

あなたご自身

あなたと子どもと一緒に

43.2% 38.4% 8.7%

8.8% 23.2% 25.4% 13.3% 15.0% 9.4%

25.6% 16.1%16.4% 16.7% 11.2% 7.0%

3ヵ月に1～2日 ■ 2.1%
年に1～3日 ■ 0.9%
行わなかった ■ 1.0%
わからない ■ 3.4%
未回答 ■ 2.3%

3.6%

4.2%

1.4%

月に1～3日 ■■ 週に3日以上

■ 週に1～2日

2.8%

%0 %20 %40 %60

地域のイベントやサークルの紹介

継続をうながすHP等でのサービス

セミナー後の関係者からの声かけ

46.6% 47.0%

24.2% 50.6% 20.2%

53.2%30.0% 12.9%

そう思わない ■ 0.8%
あまりそう思わない ■ 4.1%

ややそう思う ■

未回答 ■ 1.6%

2.7%
2.3%

1.7%
2.3%

■ 非常にそう思う

%0 %20 %40
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各プログラムの参考度に
関する年次的変化

（「とても参考になった」のみ）

セミナー全体、全プログラムで
「とても参考になった」
「やや参考になった」を合わせると
約95％が満足している

　平成20年度まで3年間実施された「元
気アップ親子セミナー」、平成21年度か
ら始まった「おやこ元気アップ！事業」
と比較してみると、本年度、セミナー全
体では「とても参考になった」と回答し
た人の割合は61.8%であり、昨年度よ
り低下しています。各プログラム別にみ
ても同様の傾向となっています。

⃝親子の運動プログラムは、2007年度は、「ア
イーダ アイダ」と「元気アップ・エクササ
イズ」の2プログラムを実施。2008年度は、
団体により独自のプログラムを実施しても
よいことになっていました。 保護者セミナー 親子の運動プログラム 子育てしゃべり場 全体について

■ 2007年度　■ 2008年度　■ 2009年度　■ 2010年度　■ 2011年度
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66.6
69.0
64.764.664.0 64.1

69.868.667.7
63.9

53.9
57.3
61.0
57.5 57.4

64.766.1 66.164.1
61.8

　自分の都合だけで家事・育児をするのではなく、子ども中心に動
きたいし、もっとリラックスして子育てしていきたいと思い、とて
も楽な気持ちになりました。ありがとうございました。（30代女性）
………………………………………………………………………………
　つかれたけどとても楽しかった。子どもも、とてもよろこんでいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （40代男性）
………………………………………………………………………………
　子どもと一緒に遊びを通して健康づくりができることは、とても
良いことだと思った。　　　　　　　　　　　　　　　（30代男性）
………………………………………………………………………………
　親の知らない子どもの一面を見たような気がします。普段以上に
頑張っていました。　　　　　　　　　　　　　　　　（40代女性）
………………………………………………………………………………
　娘と一緒に大笑いしました。娘がすごく楽しそうでした。その笑
顔を大切にしたいです。　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　保護者セミナーがすごく良かったです。子どもとの関係が勉強で
きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20代女性）
………………………………………………………………………………
　日頃、子どもと接しているつもりでも、あまり自分が関われてい
ないことがわかりました。子どもと一緒に私も育っていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　子育てに大切なことは意外とシンプルです。これが崩れている私
たち若者の生活を考える機会をあたえてくれてありがとうございまし
た。もっとたくさんの方に聞いてもらいたかったです。　  （30代女性）
………………………………………………………………………………  
　「大人が変われば子どもも変わる」「大人のしゃべり場」を通して、
大人も発言する場があるのはよかったです。　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　子どもの運動不足、親の運動不足はわかっていたけど、なかなか
できていなかったので、１日10分でもからだを動かすことをして
みようと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　（40代女性）
………………………………………………………………………………
　軽い運動後に講話があるのは、気分の切り替えで良いと思います。
自宅に戻り、今日参加できなかった主人にも、「子どもの良い点」
を挙げて、子育てをともに話してみようと思いました。（30代女性）

　こういうイベントを開いていただき、多くの人に告知して参加さ
せるように促してほしい。　　　　　　　　　　　　　（40代男性）
………………………………………………………………………………
　運動施設や行事には小さい子の託児を設けてほしい。今日のよう
にボランティアの方がいると、親一人子ども二人でも一緒に運動で
きて助かります。　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　行事に参加する人は比較的問題意識や取り組む姿勢もあるが、そ
れ以外の人にいかに同じような意識や取り組む姿勢を持たせること
も必要だと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　（40代女性）
………………………………………………………………………………
　日頃、周りの人とのつながりが希薄になり、余り外にでないので、
このような親子で活動できる機会をまたつくってほしい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （30代女性）
………………………………………………………………………………
　ただ走るだけでもいいので、２～３ヵ月に一回のイベントを行っ
てほしい。大人数の行事だと、子どももやる気のスイッチが入ると
思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　親子で楽しく遊べる場所を提供して欲しい。共働きでなかなか子
どもとすごす時間を持てないので、豊かな心を持てるような活動が
あればうれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　地域のイベントにはクラブ活動などでなかなか参加できないの
で、学校全体で取り組んでもらえればクラブ活動と重ならず参加し
やすいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）
………………………………………………………………………………
　地域の行事なども大人数のイベントや少人数で行われるものなど、
さまざまなグループの活動があると選べるので良いと思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （40代女性）
………………………………………………………………………………
　行事の案内などをそうした活動をしている地域の関係者から直接
呼びかけをすると参加につながると思う。　　　　（60代以上女性）
………………………………………………………………………………
　家庭や地域で運動・スポーツを行うには、家族の協力と理解が必
要。特に赤ちゃんのいる家庭には支援やサポートが大切だと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（60代以上女性）

参加者の感想 希望するサポート

参加者の声
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各地で本事業を実施した元気アップコーディネーター（各会場１名）の方に
回答いただいたアンケート（127名）を集計分析しました。

集計分析協力　松尾哲矢　日本レクリエーション協会「おやこ元気アップ！事業」委員（立教大学 教授）

主催者アンケート集計結果

本事業の評価

参加者にとって本事業の内容は
どうだったと思いますか

■

参加者や講師・指導者、
運営スタッフの確保について

■

　事業全体では約60%、各プログラムでは約6〜7割が
「とても参考になった」と自己評価

　参加者に対して参考となる事業を提供できたか、について聞いたところ、全体につい
ては、59.8%の人が、保護者にとって「とても参考になった」と評価しており、各プ
ログラムや冊子については、いずれも約６〜７割の人が「とても参考になった」と回答
しています。また44.9%の人が保護者にスポーツ・運動の重要性を啓発できた（「十分
できたと思う」）と評価しています。

とても参考に
なった
59.8%

やや参考に
なった
40.2%

 あまり参考に
ならなかった

 0.0%

参考に 
ならなかった
 0.0%

十分できたと
思う
44.9%

ほぼできたと
思う
55.1%

 できたとはいえない
 0.0%

　参加者の確保に苦戦、
約5割が「かなり難しかった」と回答

　45.5%の人が参加者の確保が「かな
り難しかった」と回答しています。一方、
スタッフや講師については90.9%の人
が「スムーズに集められたと思う」と回
答しています。

親子の一緒の運動プログラム

保護者向けセミナー

子育てしゃべり場

冊子「おやこでタッチ！」

66.9% 33.1%

69.3% 29.9%

59.1% 40.2%

66.7% 31.7%

あまり参考にならなかった ■ 0.0%
参考にならなかった ■ 0.0%

0.8%
0.0%

0.8%
0.0%

1.6%
0.0%

やや参考になった ■

■ とても参考になった

スムーズに
集められたと

思う
90.9%

どちらでもない 3.3%
かなり難しかった
5.8%

わからない 0.0%

かなり
難しかった
45.5%

スムーズに
集められたと

思う
48.0%

どちらでもない 6.5%
わからない 0.0%

参加者の
確保について

指導者の
確保について

全体について

参加した保護者に
スポーツ・運動の重要性を
啓発できましたか
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事業の事前準備、連絡・連携関係について■

当日の業務について■

　8割以上が当日の運営スタッフの配置、 
機能ともに評価

　当日の業務の配置と機能について聞いたところ、「配置は
適切であり、機能も十分」（85.7%）と高い評価になっていま
す。しかし、「配置は適切ではなかったが結果としてよく機
能していた」（9.5%）や「配置は適正であったが、十分に機能
していなかった」（4.0%）という回答もみられ、運営スタッフ
の配置と機能の改善に向けたさらなる取組が求められます。

　約85％が事前準備スムーズと回答、
約83%が関係部署と、約78%が地域団体との連携図る、
事前打ち合わせ約97%が効果的と回答

　事業の事前準備の状況を聞いたところ、84.6%の人が「ス
ムーズにいった方」と回答しています。関係する部署との連
絡・調整に関しては82.7%の人が「うまくいったと思う（「う
まく」＋「まあうまく」）」と回答しており、地域団体との連携
については77.5%の人が「連携を図った（「積極的に」＋「少
しは」）」と回答しています。また指導者や運営スタッフとの
事前の打ち合わせについては、96.5%の人が「効果的だっ
た（「かなり」＋「やや」）」と回答しており、大半が評価してい
ます。

配置は適正で
機能も十分
85.7%

わからない
0.8%

配置は適正であったが
十分機能していなかった

 4.0%

配置は適正とはいえなかったが
結果としてよく機能していた

 9.5%

スムーズにいった方
84.6%

スムーズとは 
いえない 
8.9% どちらでもない

5.7%

 わからない
0.8%

少しは連携を
図れたと思う
38.3%

積極的に連携を
図ったと思う
39.2%

わからない 
1.7% あまり連携を

 図れなかったと思う
 15.8%

どちらでもない 5.0%

やや
効果的だった
33.3%

かなり
効果的だった
63.2%

わからない 
0.0%

どちらでもない 3.4%

まあうまく
いったと思う
43.4%

うまくいったと
思う
39.3%

わからない 
0.0%うまくいかなかった 0.8%

 あまりうまく
 いかなかったと思う

 10.7%

どちらでもない 5.7%

事業の事前準備において、
関係する部署との
連絡・調整はうまくいきましたか

事業の事前準備において、
積極的に地域の団体との
連絡を図りましたか

指導者および運営スタッフの
事前打ち合わせについて

当日の業務を行う上で、
運営スタッフの配置や機能は
いかがでしたか

事業の事前準備は 
スムーズにいきましたか
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平成23年度「おやこ元気アップ !事業」報告会議
◦ねらい

　各団体が「おやこ元気アップ！事業」を開催した成果と課題を報告し、子どもの体力向上に資する
取組のあり方について協議。次年度以降のより質の高い事業の実施に活かす。

◦開催期日及び会場
平成24年3月10日（土）～11日（日）　国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）

◦当日の主なプログラム
１.	 研究「平成23年度　おやこ元気アップ！事業の報告」
　　講師：松尾哲矢（おやこ元気アップ！事業委員、立教大学コミュニティ福祉学部教授）

2.	 研究「大人の意識を変えるにはPART 1 ～スタッフの意識づくりと参加者の意識変容～」
　　講師：中村和彦（おやこ元気アップ！事業委員、山梨大学教育人間科学部教授）

3.	 講演「～小学校体育との連携～小学校から見たおやこ元気アップ！事業の重要性」
　　講師：青木哲男（おやこ元気アップ！事業委員、品川区立小中一貫校伊藤学園統括校長）

4.	 講演「幼児教育の現場から見たおやこ元気アップ！事業の重要性」
　　講師：岡上直子（おやこ元気アップ！事業委員、社団法人全国幼児教育研究協会副理事長）

5.	 研究「大人の意識を変えるにはPART 2 ～アフターフォローと参加者の行動変容～」
　　講師：中村和彦（おやこ元気アップ！事業委員、山梨大学教育人間科学部教授）

6.	 講演「子どもの体力についての現状と課題」
　　講師：佐々木玲子（おやこ元気アップ！事業委員、慶應義塾大学体育研究所教授）

　「おやこ元気アップ！事業」は、子どもを元気にするため
の活動だが、子どもにかかわる大人（保護者や指導者）へ向
けた事業でもある。そのために、事業当日の取組だけでな
く、本事業終了後に参加者の意識が変化し、日常生活の改
善へとつなげてもらうことを目指した取組である。保護者
や地域の指導者の意識と行動が変わり、子どもたちが元気
になり、町も元気になっていく――こうした好循環を目指
した取組として本事業は実施展開されている。
　まずは、開催当日の実施内容について各地域の取組を報
告した。

平成23年度 おやこ元気アップ！事業の報告
講師：松尾哲矢（おやこ元気アップ！事業委員、立教大学コミュニティ福祉学部教授）

1
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　発足間もない、
「みなみ信州レク
リエーション倶楽
部」が中心となっ
て企画運営を行っ
た。倶楽部員の中

に体育指導委員、総合型クラブの関
係者、県教育委員会の出先機関の先
生、小学校の教師、社会福祉協議会
の職員、老人福祉施設の職員などが
おり、計画段階の中でそれらの倶楽
部員の助言を活用することができ
た。45組の募集を計画したが、倶
楽部員協力のおかげで、最終的に
46組を確保できた。

　イベント当日は、各コマが混乱な
く、スムーズに流れるよう意識した。
子どもたちはバルーンアートで作った
カタナでのチャンバラ遊びで汗をか
き、また、おしなごのような静かな
遊びで神経を集中し、団体で遊ぶ楽
しさを学んだ。親子一緒の運動や講

義を通じて、子どもの体力アップの
重要性・必要性を伝えられたと思う。
　今後は子どもの体力アップとレク
リエーションの関わりがもっと深く
なるような、親子一緒の運動遊びを
考案し、提供したい。また地元なら
ではの遊びを開発していきたい。

◦北海道は10会場と多くの会場で実施したが、それぞれ
の会場で行政・団体に協力を依頼し、スタッフに巻き込
み、研修会も開いて実施した。さらに、その人たちがレ
ク資格を取得するような流れが生まれるように働きかけ
る、ということにまで発展させた。　　　　　(北海道)

◦千葉県の会場では開催地の市長が開会から閉会まで参加
してくれた。行政トップが参加し、理解してくれること
は今後の活動を展開するためにもよい効果を生むと考え
られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉県）

◦11月に小学生、幼児32組を対象に実施。アイーダ アイ
ダ、スタンプラリー方式で長縄などを行った。講師は香
川大学教育学部教授。レク会員、市の体育課、福祉専門
学校の生徒などと協力して行った。屋外で元気に親子で
ふれあえることに力を入れた。　　　　　　　（香川県）

◦10月に小学校で32組が参加。10月ということで、会場
をハロウィーン風に装飾し、スタッフも仮装した。ア
イーダアイダ、柔軟体操、新聞紙でフリスビーを作るな
どした。保健師より成人病、生活リズムについての話を
してもらい、保護者に子どもの健康について考えてもら
うきっかけづくりとなる講話に力を入れた。　（沖縄県）

◦１月に総合体育館で小学校・幼稚園・保育園児31組が

参加。アイーダ アイダ、3B体操、グループ単位でスタ
ンプラリーなどを行った。新しい友だちとも楽しめるこ
と、また異年齢の中で遊ぶ楽しさをあじわってもらえる
プログラムを工夫した。実施後、電話アンケートを行い
好評だったことがわかった。　　　　　　　　（山口県）

◦小学校で実施。3B体操、クラフト、ゲームなどを行った。
教育委員会、県レク、地元のレク協会、3B体操協会が
連携して実施した。　　　　　　　　　　　　（宮崎県）

◦10月に保育園で実施、35組約90名が参加。元気アップ
エクササイズ、アイーダ アイダ、マルモリ体操などを
行い、家庭でも行えるようにポイントをもりこんだ。車
中心の生活は運動不足になることなどを訴えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石川県）

 「開催概要」「当日プログラムの特長」「開催の力点」や、「事前準備の工夫」「現在の活動状
況」を発表した。

グループでの活動報告

  事例報告  	長野県飯田市の取組
	 長野県レクリエーション協会　倉地美彦

グループで話し合われた内容（抜粋）
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　これまでは学校
を窓口に開催する
ケースが多かった
が、今回のイベン
トは安芸市全体を
対象とし、教育委

員会や保育所・幼稚園・小学校など
広い範囲に呼びかけた。それにより、
自主的に活動をしている育児サーク
ルの協力を得ることができた。また、
安芸市レク協会、近隣に住む有資格
者、県レク協会や地域住民の協力も
得て、打ち合わせを密に行ってイベ
ント当日を迎えた。
　内容は、年齢を制限せずに乳幼児
の受け入れを可能とし、「あそびの
たまてばこ」の内容を広げたものと
した。保護者のほとんどはレクリエー
ション協会の存在さえ知らないとい

う前提にたち、子どもの体力づくり
への理解とともに、「子どもにとっ
ての遊び」の重要性などをプログラ
ムの中に入れるよう工夫した。
　その結果、子育てのいろいろな悩
みを持った保護者に対して、フォ
ローができたように思う。また、異
年齢の子どもたちの交流は「あそび
のたまてばこ」で発揮され、成果へ
となげることができた。アンケート
の結果として「とても参考になった」
という声や、「父親・母親で内容を

共有できてよかった」などの意見が
聞かれた。
　レクリエーション協会の存在や活
動の認知度アップは図れたと思う
が、今後は乳幼児へのレク財の再考
が課題と感じた。地域の有資格者か
らは、今後は「自分たちの手で継続
していきたい」というような意見も
出ており、安芸市レク協会とも連携
をとりながら、高知県東部地域のレ
ク活動を盛り上げていきたい。

　地域での幅広い
参加を呼び掛ける
べく、地域のキー
マンの方にも参画
してもらい、保育
園、幼稚園、小学

校から参加を募った。地域で活動し
ているレク指導者、県レク協会で広
く県域で活躍している指導者にも関 
わってもらい、ホスピタリティに満ち 
た参加満足度の高い事業をめざした。
　当日は、親子で楽しく体を動かせ、
日常生活に取り入れやすいレクプロ
グラムを組んで実施した。講話につ
いては、一般論ではなく実感をもっ
て聞ける内容を心がけた。しゃべり
場は参加者を誕生月にグループ分け

するなど、参加しやすく各自が主役
となれるように配慮した。また、こ
れまでの県内での取り組み、集めた
データなども駆使し、地域の特性に
も配慮した。事業はあくまで参加者
への支援であり、“家庭でのレク化”
が実現できるように心がけた。

　さらに、これまでの元気アップ事業
の豊富な事例を紹介し、資格取得時
の現場実習として、在住地域での事
業参加をうながすお知らせなどを盛
り込んだ。地域の人々や指導者の活
動の場として、今後も発展させてい
きたい。

  事例報告  	 高知県安芸市の取組
	 高知県レクリエーション協会　岡本雅子

  事例報告  	 三重県多気町の取組
	 三重県レクリエーション協会　佐脇重喜
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 「おやこ元気アップ！事業」を行うには教育委員会、小学校、幼稚園
ほか地域のさまざまな団体の協力を得てすすめていく必要がある。主
催者が地域の他団体等と連携した場合とそうでない場合での参加者の
満足度を調べてみると、「とても積極的に連携できた」という場合や、

「当日運営がスムーズあった」「事前打ち合わせが効果的にできた」と
いう会場の場合には、参加者の満足度も高いことがわかった。こうし
たデータを客観的に見つめ直し、本事業を効果的に実施するための講
師やスタッフの意識づくりや、連携のあり方について、ワークシート
に記入しながら、「うまく展開できなかったこと」「失敗したこと」を
振り返り、問題点を明確にしながら改善点を話し合った。

平成23年度「おやこ元気アップ !事業」報告会議

　事業が成功する
かどうかは、スタッ
フに左右される面
が大きい。すなわ
ち、スタッフの質
を上げることが、

事業の質をあげることにつながって
くる。中心となるスタッフについて
は、事業についての共通イメージを
持ち、ねらいを共有することが重要
だ。本年度はこれまでに「おやこ元
気アップ！事業」を経験したスタッ
フが複数いたので多くの時間を割く

ことは不要だったが、スタッフの体
験をつませたり、事前研修を行った
りすることは有益であろう。また、
スタッフ間の人間関係の構築、信頼
関係を高めておくことも、とても大
切である。
　また、中心のスタッフに学校関係
者・PTA関係者がいると、さまざま
なネットワークをも味方にできる場
合がある。会場探しに役立つのはも
ちろん、会場校の校長へ協力を求め
る際に、学習指導要領との関係や体
育科のカリキュラム、食育からのア

プローチなどのデータを提示できる
など、説得力をもったプレゼンがで
きる。会場校の校長を味方にし、学
校を巻き込むこと、さらには地域を
巻き込むことで、参加者の反応もよ
くなり、事業のねらいへの到達度も
高くなることだろう。

◦講師や実技指導者を、当日プログラムの中での位置づけ
などを考えず、それぞれのプログラムを楽しませるとい
う視点だけで選びだしたため、プログラム間の連動性み
たいなものを作りだせなかった。

◦地域のスタッフをもっと活用すべきだった。運営スタッ
フとしてPTA役員や学校関係者を巻き込めば、参加者募
集はもちろん、その後の地域活動とのつながりも生まれ
やすくなったと思う。

◦元気アップコーディネーター経験者から話しを聞いたり
する機会がなかった。過去に担当した方からアドバイス
を受けていればより工夫した内容で取り組めたと思う。

◦事前打ち合わせ会の内容
が不十分であった。この
事業の目的をスタッフ一
人ひとりが理解して取り
組まなければ参加者に十
分な啓発を行うことはで
きない。

◦開催学校長や担当教員、PTA役員、教育委員会などへの
事前折衝で、「おやこ元気アップ！事業」全体のプレゼ
ンをおこなうべきだった。楽しい行事ということだけで
なく、事業の目的やアフターフォローなどとのつながり
を意識したものであることをしっかり伝えて取り組め
ば、いろいろな協力やサポートが得られたと思う。

  事例報告  	 スタッフの意識づくりと参加者の意識変容
	 長崎県レクリエーション協会　平山　仁

大人の意識を変えるにはPART 1 ～スタッフの意識づくりと参加者の意識変容～
講師：中村和彦（おやこ元気アップ！事業委員、山梨大学教育人間科学部教授）

うまく展開できなかったことについて
グループで話し合われた内容（抜粋）
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　昨今、遊びの重要性があまり認識さ
れていないようだが、人間は元来遊ぶ
存在であり、遊びはとても人間らしい
行為である。小学校教育における体育

カリキュラムにも、小学１～４年生は「基本的な動き」
「基本的な遊び方」を学習する時期とあり、“遊び”が
ベースとなっている。また、新学習指導要領では体育
の授業時数も増加するなど、国の子どもの体力づくり
への期待も大きい。
　体育科の目標は、「楽しく明るい生活を営む態度を
育てること」である。体力の向上を図る先には、究極
的には「幸せになるためにはどうしたらいいか」とい
う問いへの答えが隠されているだろう。

　体育学習が求めているものは「わかる」（＝運動の仕
方や自分の健康管理を理解する）、「できる」（＝技能や
体力の向上によって達成・実現すること）、「かかわる」

（＝ともに運動することで社会性をはぐくむ）、「つな
ぐ」（＝課題の選択や決定などの思考判断と、学んだこ
とをほかの学習に生かすこと）の４つである。ぜひ「お
やこ元気アップ！事業」でもこの考え方を生かしてほ
しい。
　最後に、家庭とは「笑顔と会話があふれる心の庭」
である。子どものエネルギー補給源は家庭にあり、よ
き親子関係が今こそ求められている。「おやこ元気アッ
プ！事業」が新たな親子関係を創り出すきっかけとな
ることを願っている。

　少子化・核家族化が進む現代におい
て、子どもの人間関係・コミュニケー
ションを取り巻く環境は大きく変わっ
てしまった。群れ遊びが消滅し、仲間

関係の希薄化が進み、運動経験が減ってしまったので
ある。こういう状況の中、「おやこ元気アップ！事業」
が果たす役割は大きいと思われるが、幼児対象のイ
ベント実施は難しいと感じている方も少なくないだろ
う。幼児期の年齢差・発達差は大きく運動能力の差や
興味関心、集中力さらには理解力は年齢１歳ごとに随
分と異なる。発達や特性の違いを認識したうえで実施
する必要があることを理解してもらいたい。また、保
護者をその気にさせるには、子どもが笑顔になるイベ

ントであることが何よりである。子どもの楽しさの要 
因となるものには、スキンシップ（抱きしめる・抱き上げ
る）／スリルを味わうこと／不思議に思うこと／美し
く思うこと／ちょっと難しいこと、などが挙げられる
だろう。また、イベントの充実のためには親子で一緒に
ふれあう楽しさのほか、子どもが親と離れて集団とと
もに動く姿を見る場面をもうけることも一案である。
　事業後も子どもの運動が継続されるために、さまざ
まな工夫ができるかもしれない。記録用紙の配布や園
便りへの寄稿のなどのアイディアも考えられるだろ
う。子どもたちのライフスタイルが大きく変化してい
るなか、家庭における親子遊び充実のためにも、本事
業がさらに発展していくことを望む。

小学校体育の現場から見たおやこ元気アップ！事業の重要性
講師：青木哲男（おやこ元気アップ！事業委員、品川区立小中一貫校伊藤学園統括校長）

幼児教育の現場から見たおやこ元気アップ！事業の重要性
講師：岡上直子（おやこ元気アップ！事業委員、社団法人 全国幼児教育研究協会副理事長）
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　「子育てしゃべり場」などで、保護者の意識を高め、ライフス
タイルの改善につながる働きかけ（アフターフォロー）として、情
報提供や、保護者同士の自主サークル活動の芽生えをどのように
働きかけたのか。また、本事業後にどのようなアプローチを行っ
たのかなど、ワークシートに記入しながら、「うまく展開できな
かったこと」「失敗したこと」を振り返り、改善点を整理した。

◦アフターフォローとなる情報提供をする時間をしっかり
と取っておくこと。「子育てしゃべり場」の後か、閉会
式で必ず時間を確保すること。

◦事前に地域で行われている既存行事やイベント、団体の
情報を集め、配布物として用意しておくこと。

◦アフターフォローになる取組の前に「おやこ元気アッ
プ！事業」を行うなど、別々の事業としてとらえず、事
業の連動性を視野にいれた年間行事を立てること。

◦公民館や児童館など、継続的な取組ができる施設と協力
関係をつくり、一緒に取り組むことでアフターフォロー
の場の確保につながる。

　絵本を介して子
どもに遊びを提供
する団体の協力を
得て、「おやこ元気
アップ！事業」を
開催した。それを

見た公民館会長から相談を持ちかけ
られ、アフターフォロー事業として

「健康フェスタ」開催を協力して行
うことにした。地域全体で取り組も
うと、体育指導委員や自治協議会と
話し合って、地域コミュニティ支援
事業として行うことになった。募集
は公民館だよりなどを利用して、子
ども・親だけでなく高齢者までも広
く告知。当日は地域団体、小中学校
PTA、老人クラブ、地域ボランティ
アや保健師などの協力を得て、体力
測定や専門講師の講話、レクリエー
ション活動などを行った。

　健康フェスタはその後も２回開催
し、年々参加者が増えるなどの広が
りを見せている。公民館を核として
地域団体に呼びかけること、日ごろ
から地域活動に積極的に参加し認知
度を上げ信頼関係を築いておくこと
などが、地域の人々を呼び込む有効

な手立てとなっている。また、地域
性を考慮して参加意欲を高めるプロ
グラムを作成すること、参加者に次
年度のボランティアスタッフになっ
てもらうことが、地域に根ざした持
続的活動へつながっていると感じて
いる。

  事例報告  	 福岡市［早良区］のアフターフォローの取組
	 福岡県レクリエーション協会　大平道子

平成23年度「おやこ元気アップ !事業」報告会議

大人の意識を変えるにはPART 2 ～アフターフォローと参加者の行動変容～
講師：中村和彦（おやこ元気アップ！事業委員、山梨大学教育人間科学部教授）

うまく展開できなかったことについて
グループで話し合われた内容（抜粋）
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平成23年度「おやこ元気アップ !事業」報告会議

　来年度、本事業に取り組む元気アップコーディネーターに向けて、本事業をよりよいも
のとするためのアドバイスをまとめた。（抜粋）

　子どもの運動能力は昭和60年をピー
クに低下を続けている。また、肥満傾
向児の割合が増えており、運動能力や
身体のバランスについて、改善すべき

状況が続いている。１週間の総運動時間を見ても、運
動する機会がきわめて少ないことがデータから明らか
になっている。
　幼少年期は神経系機能の発達が著しい時期であるた
め、基本的な運動を 身につけるための活動を多く行
うことが重要だ。さまざまな環境で、できるだけ多く
の動きを、自分のからだで楽しみながら経験すること
が求められる。幼児の基本的動作は、姿勢制御系／移

動系／操作系、のように分類でき、また動きの場面か
ら、日常生活動作／身を守る動作／遊び・スポーツ動
作、などと分類できる。動きを考える際にはその要素
として、全身的動き／速さの変化／方向の変化／力の
変化／分化・統合、などに着眼できる。これらを踏ま
えて動きのつながりや組み合わせをうまく考慮し、バ
ランスよく運動を行うことが望ましい。
 「おやこ元気アップ！事業」のプログラムを考える際
にも、こういった幼児の特性をふまえることが望まし
い。さらに充実したプログラムを作成するためにも、
指導者、保護者はじめ子どもに関わる大人たちが確か
な視点をもって、事業を推進してもらいたい。

子どもの体力についての現状と課題～幼少期からの動きを見直そう～
講師：佐々木玲子（おやこ元気アップ！事業委員、慶應義塾大学体育研究所教授）

取　組 改　善　策

行政・地域団体の
巻き込み方

地域での行政の協力を早めに取り、施設の無料提供だけでなく、実施日には、参加者のようすを見てもらう。できれば、
その地域の広報紙に実施のようすをのせてもらう。（→アフターフォローに移りやすい）
子育てサークルなどの、あらかじめつながりのあるグループに呼びかけると口コミでひろがるので参加者も集まりやすい
と思う。「あなたが行くなら私も行くわ！」というのはとても大事!!
共催団体（地域で活動している団体）を探し、事前に話し合いをして、スタッフとして一緒に活動できる人を確保しておく。

講師や運営スタッフの
選び方

「おやこ元気アップ！事業」をすることだけを考えずに、協会の他の事業や地域・他団体を自分の組織の中へ巻き込んで
いくことを考えて一連の流れを考えることが良いかと思う。
本イベントの主旨、当日の流れをしっかり理解していただけるような方を選ぶ。
兄弟・姉妹で来る子への対応。乳児さんの託児も必要となる場合が多い。開催地域の託児ボランティア、社協ボランティ
ア、保育士などの方へ協力要請しておくと心強い。

スタッフの意識づくり

事前打合せは、とても重要なのでしっかりと行うこと。（主なスタッフ全員で行うのが最善だが、最少でもコーディネーター
同士の打合せはやっておくこと。）
「おやこ元気アップ！事業」を理解しているコーディネーターとあまりわかっていないスタッフとのギャップが大きすぎ
ると当日もスムーズに進行しない。
事前の打ち合わせの前段階で「おやこ元気アップ！事業」の勉強会が必要。

事業を周知するための
取組について

対象となる地域の親に対して、可能であれば、実施の１ヵ月前ぐらいに事業の内容や目指していることなどをプレゼンす
る機会をつくると良い。
現在の子どもたちの状況などを配布し、参加への動機付けをしてもらい、参加意欲を高めてもらう。

行動変容を促す
取組について

アフターフォローの取組と「おやこ元気アップ！事業」と分けない。アフターフォローと元気アップはひとくくりと考える。
計画段階でアフターフォローも協議し、「おやこ元気アップ！事業」がその日、終了しても終わった気分にならないこと。
事前にアフターフォローとなりそうな地域の情報をリサーチし、ペーパーとして参加者に配布することが大切。そのため
の準備をきちんとする。地元のサークル、団体から情報を募集するのも有効。(子育てサークル、スポーツクラブ、〇〇
地区行事等）アフターフォローを新に起こさなくとも、既存の事業を紹介するだけで十分。数はあったほうが選べる。
日にちがあきすぎると忘れられるが、年間計画を出すことも必要。
開催地区のスタッフやレク協会にアフターフォローを依頼し、新たな組織づくりや新たなスタッフ確保する等広がりを期
待したい。
◦事業の実施計画段階で、アフターフォローまでの行程や、最終的に目指すべき目標を定めておくことが大切である。
◦さらなるアフターフォローの継続のためにも、核となる団体のみならず、意識や事業計画を推進していける様な人材の育
　成が必要である。

事業終了後、反省のための
打合会をする 事前打合会のメンバーで次回につなげるために必ず反省打合会を行い、事業の評価をするようにしよう。

日頃からの地域との
関係づくりを

参加者収獲のために、まずは学校や幼児関係の行事に自分達が参加やレク支援をしていく事が大事だと思う。ギブ＆テイ
クではなく、テイク＆ギブの関係づくりを！

コーディネートは
自分の地元で

地域にはいりこんでいないと、地域の課題はみえません。情報・他団体との連携など、地元だからこそ力を発揮できるこ
とがあります。あなたの住む、あなたの地域を元気にしましょう。

これまでの元気アップ
コーディネーターが集まり、

成果や課題をつかもう
県協会の業務ですが、県内元気アップコーディネーターが集まり、互いが得たことを収集、分析し、共有化し、次の対策
を立てられるようにする。

アドバイスシートの作成
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子どもの体力向上ホームページの運営

保護者向け 元気アップ メール配信サービス

　子ども向け、保護者向けに、子どもの体力向上の
ために役立つ情報をwebサイトからも配信しました。
　webサイトには、「まなぼう」「はかろう」「やってみ
よう」の3つのカテゴリーを設け、学校や地域、家
庭で実践できる元気アップ情報を掲載しています。

　元気アップに役立つ情報をメールで提供する「元気
アップメール」サービスを実施しました。携帯メール
アドレスをオンライン登録することで、30日間毎朝
メールを配信するものです。
　保護者からは、「メールを見て、子どもと一緒に運
動や遊びをする時間、機会は増えた」「夕方の空いた
時間や休みの日などちょっとした時間に子どもと体を
動かしてスキンシップをとるようになった」「子どもと
体を使う遊びが増えた」といった声が寄せられました。

●会員登録無料●QRコードからアクセス
http://reacration.or.jp/ml/

携帯

こんなメールが届きます！

子ども向け、 
保護者向けに

子どもの体力向上に 
役立つ情報を 

提供しています。

「おやこ元気アップ! 
事業」のねらいや特徴 
などをわかりやすく 
伝えるwebサイトも

設置しています。

四季に応じて
トップページの内容を

変更して 
紹介しています。

ママ用
メール

パパ用
メール
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